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4大学連携教育プロジェクト（saipe）

これまでの歩み

（概略）

専門職連携教育（IPE：Interprofessional Education）

専門職連携実践（IPW：Interprofessional Work）

※ 英国専門職連携教育推進センター（Centre for the Advancement of 
Interprofessional Education；以下CAIPE）による定義

複数の領域の専門職が連携およびケアの質を改善するために、同

じ場所でともに学び、お互いから学び合いながら、お互いのことを

学びあうこと（2002年改訂）

複数の専門職がそれぞれの知識と技術を提供しあい、相互に作用

しつつ共通の目標達成を利用者とともにめざす協働した活動



少子高齢化の進行に伴う在宅医療・介護の需要拡大など、複雑化・多様化する住民ニーズ

に対応するため、「地域住民の暮しの課題を、多職種の連携により発見・解決でき

る人材」を、埼玉県立大学・埼玉医科大学・城西大学・日本工業大学の4大学およ

び埼玉県が連携協働して育成しようとする取組。

彩の国大学連携による住民の暮しを支える連携力の高い専門職育成

通称：彩の国連携力育成プロジェクト（saipe）

平成24年度 文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」採択

①埼玉県立大学（保健医療福祉関連5学科４専攻）

②埼玉医科大学（医学科）

③城西大学（薬学科・薬科学科・医療栄養学科）

④日本工業大学（生活環境デザイン学科）

⑤埼玉県

4大学及び埼玉県による協定締結

Ⅰ 彩の国連携科目の共同開発・共同開講

医学・薬学・保健医療福祉・建築分野の大学が連携した専門職連携教育

（Interprofessional Education：IPE）プログラムの開発

Ⅱ 彩の国大学連携による教育システムの構築

彩の国連携科目の持続的な協働展開のための“教育及び研究上の人材

交流と能力開発”“取組内容の理論的評価”“取組成果の広報啓発”

※ 採択当時の学部・学科等の名称

０ 4大学連携教育プロジェクト（saipe）これまでの歩みの概略

1

平成24年度（2012年度）に文部科学省の大学間連携共同教育推進事業の採択を受け、埼玉県立

大学、埼玉医科大学、城西大学、日本工業大学の県内4大学、およびステークホルダーとしての埼玉

県が協定を締結し、「彩の国大学連携による住民の暮しを支える連携力の高い専門職育成」（彩の国

連携力育成プロジェクト）に取り組みました。

助成期間が終了した平成29年度（2017年度）以降は、本取り組みを継続的に実施するとともに、

埼玉県における連携力育成に継続的かつ発展的に取り組むことで合意し、再度、5者間で協定を締結

しました。再協定締結から8年、プロジェクト開始からですと12年（干支一回り）になります。

当初、本取り組み（通称：saipe）では、Ⅰ 彩の国連携科目の共同開発･共同開講：4大学が連携し

た“連携力”育成教育（専門職連携教育：IPE）プログラムの確立、Ⅱ 彩の国大学連携による教育

システムの構築：教育及び研究上の人材交流と能力開発、取組内容の理論的評価、取組成果の広報啓

発を目指し、彩の国連携科目の確立、大学間連携による共同開講方法の確立、IPEコンピテンシー･

ルーブリックの検討などに取り組みました。

助成期間（5年間）終了後は、確立した大学間IPEプログラム（彩の国連携科目）の継続と発展を

目指した事業（彩の国連携科目の連携教育に関する協定）、現職者を対象とした連携力育成（IPE）

の開発･普及･発展を目指した相互協力による事業（相互協力･連携による人材育成に関する協定）に

取り組んできました。



＜彩の国連携科目＞

＜共同開講の授業形態＞

（1）4大学の学生が同じ場で共に学ぶ、4大学教員による共同授業

（2）各大学の学生が各大学においてIPEの共通教育目標のもと、

共通教材を使用して学ぶ、4大学教員による共同授業

（3）各大学の学生が各大学においてIPEの共通教育目標のもと、

共通教材を使用して学ぶ、各大学の教員による授業

ヒューマンケア論

ヒューマンケア体験実習

IPW論

IPW演習

IPW実習

“ひとの想い”“ひと”の多様性

“ひとと関わる姿勢”を学ぶ

“ヒューマンケア マインド”を学ぶ

チーム形成、グループワーク、マネジ
メントなどIPWの基礎・方法論を学ぶ

チーム形成、グループワーク、マネジ
メントなどの模擬体験

チーム形成、グループワーク、マネジ
メントなどの地域基盤型実践体験

共
通
基
盤

地
域
基
盤

IPE

IPE

4
大
学
合
同

共
通
教
材
･
教
員
交
流

（１）ヒューマンケアマインド

①人間・地域・社会について関心を持つ、②ケアについての基本的な知識を身につけている、③自己と他者に関

心を持ち、自他の多様性・個別性・具体性（思い、個性、状況、環境等）を理解する、④相手と対等な立場で、

相手を尊重し、相手に配慮した態度や行動をとることができる、⑤相手の変容から自分の喜びを感じることがで

きる

（２）専門性を志向し柔軟に発揮する力

①自分の専門性に社会から求められる知識・技能・態度、価値観を身につけている、②（求められている）自分

の専門性に基づいて、考え、行動できる、③自分の専門性の向上に意欲を持つ、④自他の専門性を理解し、その

限界と可能性を認識する、⑤専門性にとらわれない柔軟なものの見方ができる、⑥自他の専門性の重複部分、カ

バーされていない部分について、自らの役割を判断して行動する

（３）コミュニケーション能力

①コミュニケーションをとるために必要な基礎的な知識を身につけている、②自分の考えや思いを相手に伝える

ことができる、③相手が発している思いや考えに気づき、受け止めることができる、④相手と一緒にメッセージ

の内容の理解が合致しているか確認する、⑤納得するまで対話を重ねる

（４）チームを形成し行動する力

①チームで活動するために必要な知識や態度を身につけている、②情報（リスクを含む）を共有するための行動

がとれる、③チームとして合意するために、メンバーと議論する、④チームの目標を共有し達成するための行動

がとれる、⑤チームを俯瞰して状況を把握し、それを踏まえた行動ができる

（５）自己とチームをリフレクションする力

①リフレクションのために必要な知識と態度を身につけている、②IPWにおける自分の言動・生じた思いや感情

について振り返り、自らの成果や課題に気づく、③IPWにおけるチーム活動について、チームメンバー

と共に振り返り、チーム活動の成果や課題に気づく、④IPWについての振り返りを今後の自身の行動

に生かす

＜地域基盤型IPWコンピテンシー（暫定版）＞
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＜“彩の国連携科目”への各大学対応科目（2016当時）、およびコンピテンシーとの関係＞

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ １ ２ ３ ４ ５

ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
マ
イ
ン

ド 相 手 を 尊 重
し 配 慮 し た
行 動 を と る
こ と が で き
る

人 は 人 に 支
え ら れ て 生
き て い る と
思う

ケアについて基本的
な知識を持つ 自他の個別性、

多 様 性 、 具 体
性 の 重 要 性 に
気づく

自他の個別性、
多様性、具体性
を理解し、それ
らを尊重した行
動をとることが
できる

相手が選んだ人
生を受け入れて、
一緒に考え続け
ることができる

人、地域、社会に関
心を持つ
相手に配慮した行動
をとることができる

専
門
を
志

向
し
柔
軟

に
発
揮
す

る
力

自 他 の 専 門
性を理解し、
自 ら の 役 割
を 判 断 し て
行動する

自 ら の 専 門
分 野 を 学 ぶ
意欲がある

自分の専門性に気づ
き、求められている
ことを理解する

自 他 の 専 門 性
を 理 解 し 、 自
分 の 専 門 性 に
基づいて考え、
行動する

自他の専門性の
限界と可能性を
理解し、自らの
役割を理解し行
動する

自らの専門性を
柔軟に発揮し、
専門性の維持向
上のために学び
続ける

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

自ら発信し、
相 手 の メ ッ
セ ー ジ を 受
け 取 り 、 相
互 に 理 解 す
る

挨 拶 が で き
る

相手のメッセージを
五感を使って感じ取
り表現する

相 手 の 背 景 を
ふ ま え て メ ッ
セ ー ジ を 理 解
し、発信する

相 手 の 発 す る
メッセージを感
じ取り、その理
解が合致してい
ることを確認し、
お互いの理解を
深めることがで
きる

相手のメッセー
ジを感じ取り、
その理解が合致
しているかを確
認し、お互いが
納得するまで向
き合う

コミュニケーション
が大事だと知ってい
る（知識）

コミュニケーション
の 基 本 的 な 知 識 を
知っている（知識）

チ
ー
ム
を
形
成
し
行

動
す
る
力

チ ー ム の 意
義を理解し、
チ ー ム の 一
員 と し て 行
動する力

グ ル ー プ の
活 動 に 参 加
できる

グループの一員とし
て自己の役割を担う
ことができる

チ ー ム メ ン
バ ー の 意 見 の
違いに気づき、
違 い を 理 解 し
ようとする

チーム内の意見
の 違 い に 向 き
合って乗り越え
ることができる

チームの目標を
達成するために
意見の違いに向
き合い、発展的
に乗り越え、適
切な行動ができ
る

チームを作る過程を
知っている

チ ー ム の ル ー
ル を 決 め ら れ
る

自
己
と
チ
ー
ム
を
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
力

自 己 と チ ー
ム の 活 動 を
振 り 返 り 、
今 後 の 行 動
に 生 か す こ
とができる

自 己 に 起
こ っ た こ と
を 言 葉 で 表
現できる

自己とチームの振り
返りが大事であるこ
とを知っている（知
識）

自 己 と チ ー ム
に 起 こ っ た こ
と に つ い て 、
自 分 が ど う 感
じ た か を 表 現
し 、 課 題 に 気
づ く こ と が で
きる

自己とチームに
起こったことに
ついて課題を認
識し、改善する
ための自己のと
るべき行動を具
体的に示すこと
ができる

チームメンバー
とともにＩＰＷ
を 振 り 返 り 、
（チームと自己
の 課 題 に 気 づ
き）自ら行動を
変えることがで
きる

自己に起こったこと
について自分がどう
感じたかを表現し、
課題に気づくことが
できる

＜ルーブリック（暫定版）＞
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平成28年度
第2回 彩の国大学連携学長会議
（平成29年1月25日）

補助期間終了後の
“相互協力・連携に関する協定”を締結

＜彩の国連携科目の連携教育に関する協定書＞

＜相互協力・連携による人材育成に関する協定書＞
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2024年度

4大学連携教育プロジェクト（saipe）

報告



＜埼玉県立大学＞

大学組織 saipeメンバー

専門職連携教育研修
センター
（IPEセンター）

田口 孝行 （センター長、学長補佐、理学療法学科 教授）
國澤 尚子 （センター員、看護学科 教授）
善生 まり子（センター員、看護学科 教授）
吉村 基宜 （リーダー）（センター員、看護学科 助教）
井上 和久 （センター員、理学療法学科 准教授）
押野 修司 （センター員、作業療法学科 准教授）
嶌末 憲子 （センター員、社会福祉子ども学科（社会福祉） 准教授）
小川 孔美 （センター員、社会福祉子ども学科（社会福祉） 准教授）
丸山 優 （センター員、看護学科 准教授）
柴田 貴美子（センター員、作業療法学科 准教授）
井原 寛子 （センター員、健康開発学科（検査） 教授）
岡田 茂治 （センター員、健康開発学科（検査） 准教授）
朝日 雅也 （専門職連携コーディネーター、埼玉県立大学名誉教授）

IPE科目担当者等 髙橋 恵子 （ヒューマンケア体験実習担当、看護学科 教授）
渋谷 えり子（IPW実習主任科目責任者、看護学科 准教授）
※小川 孔美（IPW論科目担当）、嶌末 憲子（IPW演習科目担当）

井上 和久（IPE科目担当者会長、IPW実習科目担当）
國澤 尚子（IPW実習統括科目責任者）

事務局 中野 真理子（専門職連携教育研修センター 担当部長）
芦沢 達也 （専門職連携教育研修センター 主任）
篠原 美也子（企画・情報担当 担当部長）
庄子 千尋 （企画・情報担当 担当課長）
鈴木 祥平 （企画・情報担当 主任）
吉岡 みどり（企画・情報担当 事務）
（島田 春奈：教務・入試担当 主事）

＜埼玉医科大学＞

大学組織 saipeメンバー

医療人育成支援セン
ター
地 域 医 学 推 進 セ ン
ター
（以下「地域医学推
進センター」と略）

竹内 勤（学長）
森 茂久（統括責任者）（医学部長、副学長、医学教育センター長）
三村 俊英（統括担当者）（副学長、医療人育成支援センター長）
柴﨑 智美（リーダー）（地域医学推進センター長、医学教育学 教授）
米岡 裕美（サブリーダー）（医学部教養教育 准教授）
金田 光平（サブリーダー）（医学教育センター 助教）
高橋 幸子 （地域医学推進センター 助教）
井上 直子 （医学教育センター 准教授）
小池 啓子 （医学教育センター 助教）
石橋 敬一郎（医学部医学教育学 准教授）
杉山 智江 （医学教育センター 助教）
宮﨑 孝 （医学部社会医学 客員准教授）
荒木 隆一郎（医学教育センター 非常勤講師）
本橋 千恵美（医学教育センター 非常勤講師）
植村 真喜子（地域医学推進センター 助手）

事務局 江口 幹也（大学事務部長）
近藤 有寬（大学事務部 学務課長）
長島 公子（医学教育センター 事務）
鴇田 隆 （地域医学推進センター 事務）
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Ⅰ 2024年度“大学間連携事業実施体制”（saipeメンバー）



＜城西大学＞

大学組織 saipeメンバー

薬学部
saipe委員会

夏目 秀視（統括責任者）（薬学部長（薬学科 教授））

上田 秀雄（統括担当者）（薬学科 教授）

白幡 晶 （学長補佐）

古屋 牧子（リーダー）（医療栄養学科 准教授）

大嶋 繁（サブリーダー）（薬学科 教授）

村田 勇（サブリーダー）（薬学科 助教）

小糸 寿美（サブリーダー）（薬科学科 准教授）

細谷 治 （薬学科 客員教授）

堀井 徳光（薬学科 助教）

矢島 克彦（薬学部薬科学科 助教）

君羅 好史（医療栄養学科 准教授）

五十嵐 庸（医療栄養学科 准教授）

事務局 高尾 浩一（地域連携センター所長（薬科学科 教授））

庭田 文近（地域連携センター副所長（現代政策学部 教授））

奈良 博恵（地域連携センター事務室 事務長）

渡辺 沙織（地域連携センター事務室）

春原 若菜（地域連携センター事務室 IPE担当）

＜日本工業大学＞

大学組織 saipeメンバー

（日本工業大学） 竹内 貞雄（総括責任者）（学長）

勝木 祐仁（総括担当者）（建築学科 教授）

野口 祐子（建築学科 教授）

※その他、本事業の取り組みの展開により他教員を追加・変更する

事務局 荒川 俊也（教育研究推進室 室長）

津留 広明（教育研究推進室 課長）

沖田 次朗（教育研究推進室 主任）

三本松陽子（教育研究推進室 事務）

＜埼玉県＞

組織 saipeメンバー

保健医療部保健医療
政策課

阪下 竜也（保健所・衛生研究所・県立大学担当 主幹）

堀本 健一（保健所・衛生研究所・県立大学担当 主査）
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Ⅱ 2024年度“大学間連携運営連絡会議”の開催実績

第1回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2024年4月18日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：埼玉県立大学
出席者：埼玉県立大学（9名）田口孝行、國澤尚子、髙橋恵子、渋谷えり子、嶌末憲子、吉村基宜、芦沢達也、篠
原美也子、鈴木祥平 ／ 埼玉医科大学（7名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、金田光平、小池啓子、長島公子、
鴇田 隆 ／ 城西大学（9名）白幡 晶、細谷 治、古屋牧子、小糸寿美、村田 勇、堀井徳光、五十嵐 庸、
奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学（4名）勝木祐仁、津留広明、沖田次朗、三本松陽子 ／ 埼玉県（1
名）阪下竜也

＜議題＞（１）緩和ケアIPW研修会について（城西大：細谷・堀井、県大：田口）
（２）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）

＜報告＞（１）2024年度saipe活動計画について（県大：田口）
（２）多職種連携による連携力育成ﾜｰｸｼｮｯﾌor研修会の検討 （県大：田口、医大：柴﨑・米岡）
（３）日本保健医療福祉連携教育学会（JAIPE）について（県大：田口）
（４）2024年度専門職連携を学ぶ講座について（県大：田口）

第2回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2024年6月20日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：埼玉医科大学
出席者：埼玉県立大学（12名）田口孝行、國澤尚子、髙橋恵子、善生まりこ、渋谷えり子、井上和久、押野修司、
小川孔美、嶌末憲子、吉村基宜、篠原美也子、鈴木祥平 ／ 埼玉医科大学（8名）柴﨑智美、米岡裕美、井上
直子、高橋幸子、金田光平、小池啓子、長島公子、鴇田 隆 ／城西大学（7名）古屋牧子、小糸寿美、村田
勇、君羅好史、五十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／日本工業大学（3名）勝木祐仁、野口祐子、三本松陽子、
／ 埼玉県（3名）阪下竜也、荒井今日子、守 菜々子

＜議題＞（１）熱中症予防対策について（県の取組紹介）（埼玉県：荒井・守）
（２）saipe事業の県庁内への周知について（埼玉県：阪下）
（３）RFLジャパン川越2024について（城西大：古屋・五十嵐）
（４）キャラ化WSの研究使用の手続き等について（医大：米岡）
（５）日本医療福祉連携教育学会（JAIPE）について（県大：田口・吉村、医大：金田）

＜報告＞（１）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）
＜その他＞（１）大学間連携事業実施体制について（城西大：古屋）

第3回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2024年8月5日（月）18：00～20：00
場 所：埼玉県立大学（オンライン併用）
担 当：埼玉県立大学
出席者：埼玉県立大学（12名）田口孝行、國澤尚子、髙橋恵子、善生まり子、渋谷えり子、井上和久、小川孔美、
嶌末憲子、吉村基宜、芦沢達也、篠原美也子、鈴木祥平 ／埼玉医科大学（7名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、
金田光平、小池啓子、長島公子、鴇田 隆 ／ 城西大学（7名）古屋牧子、小糸寿美、村田 勇、堀井徳光、五
十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学（5名）勝木祐仁、野口祐子、津留広明、沖田次朗、三本松陽
子 ／ 埼玉県（1名）阪下竜也

＜議題＞（１）緩和ケアIPW研修会について（城西大：細谷・堀井、県大：田口）
（２）リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越について（城西大：古屋・五十嵐）
（３）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）

＜報告＞（１）日本医療福祉連携教育学会（JAIPE）について（県大：田口）
（２）ＩＰＷ実習報告会について（県大：渋谷）
（３）ＩＰＷカフェについて（医大：米岡、県大：國澤）

＜その他＞（１）大学間連携事業実施体制について（県大：吉村）
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第4回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2024年10月17日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：日本工業大学
出席者：埼玉県立大学（12名）田口孝行、國澤尚子、善生まり子、丸山優、吉村基宜、柴田貴美子、嶌末憲子、
岡田茂治、朝日雅也、髙橋恵子、渋谷えり子、芦沢達也／ 埼玉医科大学（6名）柴﨑智美、高橋幸子、金田光平、
小池啓子、長島公子、鴇田 隆 ／ 城西大学（8名）白幡 晶、古屋牧子、小糸寿美、村田 勇、君羅好史、五
十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学（5名）勝木祐仁、野口祐子、津留広明、沖田次朗、三本松陽
子 ／ 埼玉県（1名）阪下竜也 ／ 立正大学（1名）新井利民

第5回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2024年11月21日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：城西大学
出席者：埼玉県立大学（7名）田口孝行、善生まり子、渋谷えり子、井上和久、小川孔美、吉村基宜、芦沢達也
／ 埼玉医科大学（7名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、高橋幸子、小池啓子、長島公子、鴇田 隆 ／ 城
西大学（7名）古屋牧子、小糸寿美、村田 勇、堀井徳光、五十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大
学（4名）勝木祐仁、野口祐子、津留広明、三本松陽子、 ／ 埼玉県（1名）阪下竜也

＜議題＞（１）IPW演習（緩和医療学）について（城西大：細谷・村田）
（２）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）

＜報告＞（１）日本医療福祉連携教育学会（JAIPE）について（県大：田口）
（２）ＩＰＷカフェについて（医大：米岡）
（３）IPW演習（リハビリテーションと生活空間デザイン）（日工大：野口・県大：田口）
（４）認知症まちづくりの活動について（地域）（日工大：勝木・野口）
（５）共同学習事業（3月）について（日工大：勝木）

第6回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2025年1月16日（木）17：30～20：00
場 所：webミーティング（Zoom）
担 当：埼玉医科大学
出席者：埼玉県立大学（9名）田口孝行、國澤尚子、髙橋恵子、善生まり子、渋谷えり子、押野修司、小川孔美、
吉村基宜、芦沢達也、 ／ 埼玉医科大学（7名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、高橋幸子、金田光平、小池啓
子、長島公子 ／ 城西大学（5名）古屋牧子、小糸寿美、五十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学
（2名）勝木祐仁、三本松陽子 ／ 埼玉県（1名）阪下竜也

＜議題＞（１）IPWカフェについて（日工大：勝木）
（２）2025年度活動計画（案）について（県大：田口）
（３）saipe活動報告書の作成方針について（県大：田口・医大：柴﨑）
（４）教育プログラム集について（医大：柴﨑）

＜報告＞（１）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）

＜議題＞（１）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）
（２） IPW演習（緩和医療学）について（城西大：細谷・村田）
（３）意見交換会への埼玉建築士会メンバーの参加について（日工大：勝木）
（４）「ヒューマンケア論」のビデオ教材の更新について（日工大：勝木）

＜報告＞（１）日本保健医療福祉連携教育学会（JAIPE）について（県大：田口）
（２） RFLジャパン川越2024について（城西大：古屋・五十嵐）
（３）緩和ケアIPW研修会について（城西大：細谷・堀井、県大：田口）
（４）IPWカフェについて（医大：米岡）
（５）IPW実習導入ワーク_生活環境デザイン演習について（医大：柴﨑）
（６）IPW実習について（県大：渋谷）
（７）共同学習事業（3月）について（日工大：勝木）
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第7回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2025年2月20日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：城西大学
出席者：埼玉県立大学（5名）田口孝行、國澤尚子、善生まり子、吉村基宜、芦沢達也 ／ 埼玉医科大学（7
名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、高橋幸子、金田光平、小池啓子、長島公子 ／ 城西大学（6名）古屋牧子、
村田 勇、君羅好史、五十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学（5名）勝木祐仁、野口祐子、津留広
明、沖田次朗、三本松陽子 ／ 埼玉県（2名）阪下竜也、伊藤 愛

＜議題＞（１）2025年度活動計画（案）について（県大：田口）
（２）saipe活動報告書の作成方針について（県大：田口・医大：柴﨑）

＜報告＞（１）埼玉県健康福祉研究発表会について（埼玉県：伊藤・阪下）
（２）ＩＰＷ演習（緩和医療学）について（城西大：村田）
（３）IPWカフェについて（日工大：勝木・城西大：古屋）
（４）共同学習事業について（日工大：勝木）
（５）彩の国連携科目の受講者数について（県大：芦沢）

＜その他＞（１）令和6年度 埼玉・群馬未来医療人育成シンポジウムについて（医大：柴﨑）

第8回 大学間連携運営連絡会議

日 時：2025年3月20日（木）17：30～20：00
場 所： webミーティング（Zoom）
担 当：日本工業大学
出席者：埼玉県立大学（6名）田口孝行、國澤尚子、善生まり子、髙橋恵子、渋谷えり子、吉村基宜 ／ 埼玉
医科大学（7名）柴﨑智美、米岡裕美、井上直子、高橋幸子、金田光平、小池啓子、長島公子 ／ 城西大学（6
名）細谷 治、古屋牧子、小糸寿美、五十嵐 庸、奈良博恵、春原若菜 ／ 日本工業大学（5名）勝木祐仁、
野口祐子、津留広明、沖田次郎、三本松陽子、 ／ 埼玉県（3名）田中陽子、池田有沙、阪下竜也

＜議題＞（１）2025年度活動計画（案）について（県大：田口）
（２）saipe活動報告書について（県大：田口・医大：柴﨑）
（３）職能団体と4大学の意見交換会について（医大：柴﨑）
（４）緩和ケアIPW研修会について（城西大：細谷・県大：田口）

＜報告＞（１）大学等におけるがん教育の推進について（埼玉県：田中・池田・阪下）
（２）IPWカフェについて（日工大：勝木・城西大：古屋）
（３）IPW演習（リハビリテーションと生活空間デザイン）について（日工大：野口・県大：田口）
（４）共同学習事業（３月）について（日工大：勝木）
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大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

埼玉県立大学 ヒューマンケア体験実習 1年後期、必修、4日間（9月20日～27日）

埼玉医科大学
臨床入門1

臨床入門2

1年通年、必修、24回（4～1月）

2年通年、必修、15回（5～12月）

城西大学
薬学概論（早期体験実習）

医療栄養学概論演習

1年春学期、必修、1日間

2年秋学期、必修、1日間

日本工業大学 ケア空間体験実習 1年秋学期、選択、2日間+オリ+リフレクション

1．“彩の国連携科目” の4大学における対応科目

大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

埼玉県立大学 ヒューマンケア論 1年前期、必修、15回（4～8月）

埼玉医科大学 地域医療とチーム医療 1年通年、必修、16回、（4～1月）

城西大学 フレッシュマンセミナー（薬学）B

薬学実習C（キャリア形成系）

1年秋学期、必修、5回（9月～12月）

2年春学期、必修、4回（6月）

日本工業大学 ヒューマンケアと生活空間 1年秋学期、必修、14回（9～1月）

1）ヒューマンケア論

※（教員交流による大学間共同教育）

埼玉医科大学『Pre-CC2-1(地域医療実習)』導入ワーク（4年、必修、10月）

非常勤講師：勝木祐仁（日本工業大学）

2）ヒューマンケア体験実習

大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

埼玉県立大学 IPW論 2年後期、必修、8回（9～1月）

埼玉医科大学

地域医療とチーム医療（地域基盤型
IPW論）
Pre-CC1-2（他職種業務見学実習、

看護業務体験実習）

2年通年、必修、16回（4～1月）

3年通年、必修、14回（10～11月）

城西大学
薬学実習C（キャリア形成系）
薬学総合演習A
薬学総合演習B

2年春学期、必修、6回（6～7月）
2年秋学期、必修、2回（9～10月）

3年秋学期、必修、2回（9～10月）

日本工業大学 協働デザインの手法 2年秋学期、選択、14回（9～1月）

3）IPW論

Ⅲ 2024年度“彩の国連携科目”の実施報告
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大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

埼玉県立大学
IPW実習①

IPW実習②

4年後期、必修、4日間(8月27日～30日)

4年後期、必修、4日間(9月30日～10月3日)

埼玉医科大学 Pre-CC2-1(地域医療実習) 4年、選択必修、4日間(9月30日～10月3日)

城西大学 ※参加者募集
薬学科4,5年生、薬科学科3年生、

医療栄養学科3年生（8月27日～30日）

日本工業大学 専門職連携実習 3年春学期、選択、4日間（8月27日～30日）

大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

埼玉県立大学 IPW演習 3年前期、必修、8回（9～1月）

4）IPW演習

5）IPW実習

・オリエンテーションⅠ：8月5日(月)

・オリエンテーションⅡ：IPW実習①（8月22日（木））／IPW実習②（9月26日（木））

・IPW実習①：8月27日(火)～30日(金)

・IPW実習②：9月30日(月)～10月3日(木)

※教員FT説明会：5月27日（月） ／ 施設FT説明会：6月3日（月）

（1）IPW演習（緩和医療学）

11月29日（金）13：30～17：00 会場：城西大学

大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

城西大学 緩和医療学 3･4年、選択

埼玉医科大学 地域医療とチーム医療(IPW演習) 3年

埼玉県立大学 地域理学療法学実習(理学療法学科) 3年前期、必修、3回（11月）

日本工業大学 ※参加者募集 不問

（2）IPW演習（リハビリテーションと生活空間デザイン）

12月7日（土）12:30～17:00 会場：日本工業大学

大学 対応科目 開講年次、実施回数、実施日程

日本工業大学 福祉空間の設計 2年秋学期、選択

埼玉県立大学 地域理学療法学実習(理学療法学科) 3年前期、必修、3回（11月）
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2．“彩の国連携科目”の受講者数（2024年度実績）

埼玉県立大学 埼玉医科大学 城西大学 日本工業大学 計

ヒューマンケア論 428名 135名 333名 63名 959名

ヒューマンケア
体験実習

411名 276名 234名 16名 937名

IPW論 420名 312名 367名 28名 936名

IPW演習 455名 464名 17名 23名 959名

IPW実習 420名 31名 9名 10名 470名

（参考）“彩の国連携科目”の受講者数（2023年度実績）

埼玉県立大学 埼玉医科大学 城西大学 日本工業大学 計

ヒューマンケア論 423名 141名 388名 55名 1,007名

ヒューマンケア
体験実習

406名 272名 267名 12名 957名

IPW論 416名 177名 579名 14名 1,186名

IPW演習 466名 139名 32名 25名 664名

IPW実習 410名 129名 18名 10名 567名

（参考）“彩の国連携科目”の受講者数（2022年度実績）

埼玉県立大学 埼玉医科大学 城西大学 日本工業大学 計

ヒューマンケア論 425名 134名 407名 54名 1,010名

ヒューマンケア
体験実習

406名 273名 312名 11名 1,002名

IPW論 425名 182名 537名 14名 1,158名

IPW演習 462名 137名 25名 17名 641名

IPW実習 420名 146名 19名 13名 598名

（参考）“彩の国連携科目”の受講者数（2021年度実績）

埼玉県立大学 埼玉医科大学 城西大学 日本工業大学 計

ヒューマンケア論 429名 138名 461名 39名 1,067名

ヒューマンケア
体験実習

410名 272名 261名 9名 952名

IPW論 416名 192名 225名 23名 856名

IPW演習 464名 146名 25名 20名 655名

IPW実習 417名 134名 17名 12名 580名
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3．IPW演習 報告
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1）IPW演習（緩和医療学）

12月1日（金）13：30～17：0５ 会場：城西大学

わが国が推進している医療、介護および福祉の領域が連携し患者などのケアを行う地域包括システムは、複

数の領域の専門職者がそれぞれの技術と知識を提供し合い、相互の作用しつつ共通の目標の達成を患者・利用

者とともにめざす協働した多職種連携実践（IPW）によって支えられている。IPWの発展には、複数の領域の

専門職者は連携およびケアの質を改善するために、同じ場所で共に学び、お互いから学びあいながら、お互い

のことを学ぶ、多職種連携教育（IPE）が大切である。専門職（または多職種）者は、常にIPEの姿勢や態度を

もってIPWに臨める専門職の育成が臨まれるが、それぞれの職域を中心とした教育や、職能を発揮させる経緯

などの要因が、専門職の連携した質の高いサービスを提供する際の障壁となることがある。

城西大学、埼玉県立大学、埼玉医科大学および日本工業大学の4大学は、異なる専門性をもった人材を輩出

する教育を行っており、地域住民の暮らしを支える連携力を育成するための教育方法を開発するために「彩の

国連携力育成プロジェクト(saipe)」を共同で運営している。saipeは5つの地域基盤型IPWコンピテンシーを

定め、教育プログラムを3つの学びの要素に分け「彩の国連携科目」として身に付けるべきものを明示した。

そのプログラムの１つであるIPW演習（緩和医療学）は、緩和ケアを題材に、模擬患者に対する面談やその内

容を踏まえたチームによる議論によって、全人的なアプローチからケアプランを作成するとともに、多職種が

チームとして活動し、乗りこえるべき課題について考える演習である。

2024年度は、埼玉県立大学理学療法学科（3年生28 名）、埼玉医科大学医学科（3年生135 名）、城西

大学薬学部（17名：薬学科４・5年生14名、医療栄養学科3年生3名）、日本工業大学大学院 建築デザイン

学専攻（1名）の総勢181名の学生によって実際されました。

学生たちは、培った知識や技術を応用してメンバーたちと面と向かって上手にコミュニケーションを図り、

模擬患者さんの病歴や治療情報、さらにはインタビューを通じて得た患者さんの生活状況や思いなどをもとに、

患者さんに寄り添いながら支援する方策について活発に話し合っていました。また、学生に協力を得て事前お

よび事後のアンケート調査を実施した。この演習は、患者の思いや気持ちに寄添うこと、患者の状況を客観的

に評価すること、グループ活動やコミュニケーションの実践することなどに有効であった。特に、この演習を

経験することは、単独の大学の学生で構成されるメンバーよりも、複数の大学の学生で構成されたチームが、

IPWに対する理解が高まることを明らかにした。次年度は、単独の大学で構成された学生も高い学習効果を得

るような工夫をする予定である。

模擬患者との面談は本物そのもの まとめた意見を発表する様子 演習後は親睦も深まりIPWを実感

チーム活動の様子 培った技術で情報を可視化する 模擬患者への面談の様子



2）IPW演習（リハビリテーションと生活空間デザイン）

日 程：2024年12月7日（土）12:30～17:00

会 場：日本工業大学（対面）
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日本工業大学建築学科生活環境デザインコースと埼玉県立

大学理学療法学科を中心とする保健医療福祉分野の学科が連

携し、IPW 演習（リハビリテーションと生活空間デザイン）を

実施している。

この授業では、保健医療福祉分野（主に理学療法）と建築

分野の学生による混合チーム（ 1チーム3～4名）で、協力

者（実際に障害をお持ちの方：頚髄損傷）が望む生活の実現、

生きがいの創出、また、地域との関係を持ち役割を発揮でき

る生活環境の整備提案をまとめるグループワークを通して、

IPWにおけるチーム形成プロセス、およびチームによる課題

発見・解決策等の討議の体験、そして、この体験を振り返り

（リフレクション）、意味づけ、自分の課題を見出すことを

目的としている。

日本工業大学 建築学部 埼玉県立大学 保健医療福祉学部

学科 建築学科生活環境デザインコース 理学療法学科 他学科（参加募集による有志）

学生 「福祉空間の設計」履修者

（2年生23名）

※2023年度:26名

「地域理学療法学実習」履修者

（3年生12名）

※日工大履修者の1/2で配置

1名（看護学科）

※2023年度：3名

（看護･作業･健康開発学科）

内
容

12:30～13:15 １）オリエンテーション（チーム毎に着席）

２）「事前自己評価」の実施

３）ディスカッション方法の補足説明

４）アイスブレイク：自己紹介等

５）対象となる当事者の自己紹介

13:25～15:25 グループディスカッション開始（120分間） ※各グループで適宜休憩を挟む

15:35～17:30 報告会（95分間） １チーム5分発表 全体ディスカッション ／ 総評

17:30～17:40 「事後自己評価」の実施、終了

【授業（演習）の目的･概要】

【演習のタイムスケジュールと内容】

全体オリエンテーション

協力者からの望む生活のお話し

チーム活動（討議） チーム活動（採寸）チーム活動（作図）



この演習を通して、医療分野の学生からは、「疾患だけでなく、

その人や環境に対する視点の重要性に気づいた」、建築分野の学生

からは「これまで狭い知識で建築を考えており、住み手の身体機能

や将来に対する視点がなかった」などの感想が聞かれ、各分野の学

生が、専門性の違いを認識し、多職種連携の必要や自らの専門の重

要性に対する気づきを得ていることが分かった。

日
本
工
業
大
学

・「対象者の生活を豊かにする事」を第一に考えている点は同じであったが、保健医療福祉分野を専門とする学生さん
は、Fさんや共に生活する「人」について重きを置き、建築を専門とする学生は「建築物」に重きを置いていた。同じ目
標や共通する考え・思いがある事は協力する為の基盤になり、新たな学びや価値観を得られることに気付いた。
・異なる分野を専門とする学生とディスカッションをして、一つの考え方にとらわれていたことがよく分かった。異な
る視点からの意見や知識が融合することが、より良い案を生みだす上で重要だと実感した。
・設計者目線で福祉について学習していると、寸法ばかりに気を取られてそんなことよりも大事なその人の生活、気持
ちなどにあまり目を向けられていないことに気づいた。この視点を得られたことがとても学びになったと感じる。建築
分野を学ぶ私が提供する快適な暮らしは、快適な「住まい」であるのと同時に快適な「生活」であると考えるきっかけ
になった演習だった。
・お互いの専門知識を共有することで、一人では思いつかないような課題解決策が生まれることが多くあった。多様な
視点を取り入れることでより質の高い解決策が生まれることを実感した。特に、保健医療福祉分野の視点を取り入れる
ことで、建築設計の中に新たな価値を発見することが出来る。
・専門用語や考え方の違いから、相手の意図を正確に理解することが難しい場面がたくさんあったが、相手の知識や考
え方を否定するのではなく、尊重しながら共通の課題に向けて協力する姿勢の大切さを感じた。

埼
玉
県
立
大
学

・コミュニケーションの難しさを感じた。今まで、大学内の医療分野の学生としか討議しなかったが、今回初めて建築
分野の学生と話をして、普段私がどれだけ専門用語に頼ってしまっていたのかを感じた。
・私は、車椅子で生活するという情報から、段差をなくしたり玄関を広くしてスロープを付けたりすれば良いと大まか
に考え、家の図面を見てどこに改修が必要かを考えようとした。しかし、日工大の学生は、まず始めに車椅子の寸法を
測りに行こうとした。確かに実際に大きさを知らないと玄関を広くしたりスロープを付けると言っても、どのぐらいの
広さや幅が必要か分からないと気づくことが出来た。
・日工大の学生の出す意見は、やはり建築分野に焦点を当てたものがほとんどで、専門性が遺憾なく発揮されていた。
我々は利用者の身体機能ばかりに焦点を当ててしまう傾向があり改善しなくてはならない点であるが、他領域でも同様
の現象が生じていると気づいた。
・理学療法的視点から提案する住宅改修案の中で実現できることは限られており、思った以上に費用がかかってしまう
ことに驚いた。しかし、自分には無い発想で代替案を提案してくれたこともあり、お互いに補填し合うような関係性を
築くことができたと感じた。

【学生の学び】

全体発表会
【学生の学び（レポートから抜粋）】
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【事前･事後自己評価の変化】

本年度は、埼玉県立大学では、①利用者中心性、②メンバーの相互理解、④チーム形成のための

能力で事前よりも事後の自己評価に有意な向上変化が認められた（p<.05）。一方、日本工業大学

では、有意な向上変化が認められたのは、④チーム形成のための能力のみであった（p<.05）。昨

年度は、本年度の県立大学と同様の結果であった。今回の日本工業大学は、①～④全体的に事前自

己評価が高い傾向にあった。これについては、今後、検討が必要と思われる。

③メンバーの尊重については、両大学ともに事前･事後自己評価に有意差は認められなかった。

事前の平均値が4点満点中3.6以上と高い値（県立大：3.62，日工大：3.74）を示していたため、

事後に有意な変化としては表出されなかったと思われた。昨年度も同様の結果であった。



Ⅳ 4大学･埼玉県における連携教育の展開･発展･トピック

1 埼玉県立大学

新設“専門職連携教育研修センター（IPEセンター）”
● 埼玉県立大学の特色強化

・ IPE科目の支援（学内IPEの充実）
・ IPEの普及･啓発（現職者への研修の充実）

多職種連携による
ケアの充実、質向上

＜IPEセンター新設メンバー＞
IPEセンター長：田口孝行（理学療法学科）
IPEセンター員（11名）：國澤尚子・善生まり子・丸山 優・吉村基宜（看護学科）、井上和久（理学療法学科）、押野修
司・柴田貴美子（作業療法学科）、嶌末憲子・小川孔美（社会福祉子ども学科）、岡田茂治・井原寛子（健康開発学科）
専門職連携コーディネーター：朝日雅也（埼玉県立大学名誉教授）
事務局：中野真理子・芦沢達也・澤里 寿・小原一晃・高橋勇介
＜2024年度 IPEアドバイザー（5名）＞（50音順）
内海巨史氏（介護老人保健施設ｴｽﾎﾟﾜｰﾙ秩父）、小野寺由美子氏（埼玉協同病院）、酒本隆敬氏（特別養護老人ﾎｰﾑ杏樹苑爽
風館）、佐藤厚志氏（三郷市障がい福祉相談支援ｾﾝﾀｰみさと中央）、野呂牧人 氏（介護老人保健施設ｹｱ･ﾋﾞﾚｯｼﾞ･ｼｬﾛｰﾑ）

本学では1999年の開学当初より専門分野を超えて「ケアの質の向上」を実現する専門職連携教育

（IPE）に力を入れてきた。学部教育において、専門的な知識・技術の修得のみならず、他専門職等

と連携できる能力（連携力）の基盤を有する人材を育てるとともに、専門職連携実践（IPW）研修等

を通じ、卒業生を含む保健医療福祉施設等の現職者の“連携力”の涵養に取り組んできた。このよう

な経験の積み重ねを踏まえ、学内IPEのさらなる充実、IPEの普及･発展を通じて、多職種連携による

ケアの充実と質向上につなげる本学の特色強化をはかるため、“専門職連携教育研修センター（通

称：IPEセンター）を新設した。

当センターでは、特にIPEを通じた実習施設との連携を強化し、実践現場の連携ニーズに対応した

IPEの展開、“連携力”を備えた実践現場の人材育成、IPEやIPWの普及・啓発を目指します。

IPEセンターは、地域の皆様、保健医療福祉専門職の皆様と“一緒に考え”、“寄り添い”、“と

もに取り組む”、そして“身近にある”センターを目指したいと思っている。
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1.専門職連携教育推進のための学内教育プログラム等の充実

●「IPEセンターフォーラム」の開催（学内）：2回（計14名）
●「新カリキュラム検討部会」：新カリキュラムにおけるIPE科目の改訂
●FD研修会「IPE科目のファシリテータのモヤモヤ解消」：1回（31名）
〇教員・施設ファシリテータ研修企画の検討（IPW実習）

◆ 2024年度 IPEセンターの主な活動（支援）・成果のまとめ

1）IPE（科目）の共通理解
2）教育能力開発（ファシリ
テート能力）

2.専門職連携教育にかかる実習施設との連携強化

●「IPE/IPW推進コンソ立ち上げ」説明会：1回（11名） ⇒ 動画配信
●「JAIPE 第17回学術集会」：「市民公開シンポジウム」：埼葛南専門職連
携推進ねっとわーく･IPEセンターコラボ企画（約90名）
●第1回IPEアドバイザー会議：1回（16名）

1）実習施設との連携強化
2）教育能力開発（ファシリ
テート能力）

3.専門職連携教育にかかる研修等を通じた地域の人材育成

●履修証明プログラム：5講座（計75名）
●研修修了者（2名）との交流会：10月10日（9名）⇒修了者とのつながり
●施設・法人からのIPW研修依頼：①埼玉協同病院、②社会福祉法人誠会
●4大学連携事業（saipe）：職能団体との意見交換会、IPWカフェ 等

1）学外施設のIPE理解
2）他専門とのIPE実践
3）職能団体のIPE理解

4.専門職連携教育の普及･発展

●「埼玉県立大学25周年記念講演会」の開催協力（約250名）
●「JAIPE 第17回学術集会」の開催協力（約210名）
●韓国･壇国大学とのIPE情報交換
●『IPEセンター・パンフレット』の作成と配布（IPW実習施設）

1）IPEセンター（活動）の
周知
2）国内外のIPEの動向に
関する情報収集

●履修証明プログラム：5講座

参加者：約250名

＜紹介＞
・IPEセンター（田口）
＜講演＞
・大越恭二氏（越谷市
医師会副会長）
・小野寺由美子氏＊
・酒本隆敬氏＊
＊IPEアドバイザー

参加者：約200名
会場：埼玉県立大学
＜実行委員＞
・IPEセンター員
・saipeメンバー
＜IPEｾﾝﾀｰ・saipe関連企画
＞
・シンポジウムⅠ
・市民公開講座
・一般演題発表（5演題）

17



2 埼玉医科大学
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埼玉医科大学は、大学間連携共同教育推進事業の補助期間に導入した彩の国連携科目を、2016年度の

カリキュラム改定に併せて、医学部1～4年生の「地域医療とチーム医療」ユニットをはじめとして、

1・2年「臨床入門」、3・4年「導入クリニカル・クラークシップ」などに配置して、運営しています。

2022年度には文部科学省ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業に選定され、学内では念願の医

学部保健医療学部合同IPEを、また群馬大学とは1年生全員が参加した共同学習をスタートしました。ま

た、Sai_UPPsで開発したキャラ化を用いて医学部保健医療学部の一部学生間で自職種・他職種を理解す

る取組みを進めています。saipeで培った連携力を育成するカリキュラムの内容、運営だけでなく、教員

が身につけた他大学、多領域と連携するスキルを十二分に発揮して新たな連携を進めています。

（1）医学部保健医療学部合同IPE （2022年度開始）

医学部保健医療学部合同IPEは、2学部5学科（医学、看護、臨床検査、臨床工学、理学療法）の3年生

全員329人が参加する実習です。両学部で従来から教育してきた医療安全教育の中のヒヤリ・ハット事

例を用いた根本原因分析（RCA：Root Cause Anarisys）と、saipeの取り組む暮らしを支える連携を

学ぶための高齢女性の支援計画を立案することを課題として、多学科学生が混ざったグループでの演習を

実施しています。2022年度はコロナ禍での実施でマスク、ゴーグルを着用してスタートしましたが、

2024年度は全員が一緒に集い、課題解決に取り組む事ができました。

（3）キャラ化を用いた連携の拡がり
埼玉医科大学保健医療学部臨床検査学科では、彩の国連携科

目（ヒューマンケア論、IPW論）の一部分を学習する科目を導

入しています。この臨床検査学科の授業と、医学部2年生の

IPW論該当ユニットの双方でSai_UPPsが開発したキャラ化を

行い、自職種の理解を深めるとともに、相互にできたキャラを

紹介し合い、他職種理解も進めています。また、米岡准教授を

中心に、キャラ化を用いた研修も活発に行われています。

2023年度の日本医学教育学会、2024年度の第17回日本保

健医療福祉連携教育学会学術集会でワークショップを開催した

ほか、2024年度には埼玉県保健師や入間西部地域包括支援セ

ンターの研修会などでもワークショップを開催し、卒前、卒後

における連携スキルの向上に取り組んでいます。

（2）群馬大学との合同授業 （2023年度開始）

   埼玉医科大学と群馬大学は「少子高齢化や医療費増大、人口

減少社会を迎える地域社会・医療の課題を解決するために必要

な基本的な知識、技能、態度、価値観を身につけることを通し

て、将来地域・社会で役に立つ医師になるための素養を育む」

ことを目指し、両大学を遠隔でつなぎ、合同授業を行っていま

す。両大学からの授業や両大学学生が実施した地域診断の発表

を聞き、活発に質疑応答する姿を見ることができました。お互

いの県に対して関心を高めることができた、多様な意見を聴い

て地域を理解することが重要だと感じたなど、離れていてもお

互いに学び合う貴重な機会となっています。

2024年度合同IPEチラシ RCAをテーマにしたグループワーク 支援計画の学生による発表

医学部2年生の自職種理解のキャラ化

群馬大学の学生による地域診断の発表



3 城西大学
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城西大学は、建学の精神「学問による人間形成」から社会に有為な人材を育成するとともに、人類文化の発

展に寄与することを理念にしています。特に、2012年に開始した薬学部を中心としたsaipeの活動により、

城西大学がアクティブラーニングを発展させる中で課題解決型学習（PBL）に取り込む大きな機会を得ること

ができました。そこで得られた連携力の重要性は、2024年度までに、以下の3つの教育基盤を作り、文系や

理系の垣根を越えた総合大学としての新しい教育体制を生み出しました。

地域連携センターの活動

（1）全学共通基盤科目 協創力体験演習（2024年始動）

これは、5つの学部学生が入学直後から学部・学科だけでな

く国籍の垣根を越えて、多様な人々の言葉に耳を傾け、自分の

考えを伝えながら交流することによってお互いを理解し、尊重

し皆と協力して新しい価値を創り出していこうとする力「協創

力」を身に着ける科目です。昨今の激しく変化する社会には、

解決しなければならない課題は無数に存在しています。そこに

求められる力を本学では、大学全体で「協創力」によって育ん

でいます。

コミュニケーション体験演習による様々なアクティブラーニングの様子

模擬患者の養成 模擬患者養成の支援 学生教育の様子

がん患者支援活動 小学生の薬剤師体験活動 埼玉県薬剤師会との活動

協創力体験演習の様子（新入生たち）
（2）薬学部薬学科 コミュニケーション体験演習（2018年～）

薬学科4年生のPBLのコミュニケーション体験演習（必修科目）は、授業のテーマである「自分ごと化 城

西・薬学」として各プロジェクトチームが活動してきました。この授業では、生活者の多様な考え方を理解し

た上で、地域社会に貢献できるようになることを目指し、より実践的なコミュニケーション能力を培い、対象

者に寄り添い、課題解決に向けた方策や活動を考える能力を養うことを目標としています。現在では、薬学科

の専門科目の総合的な科目に位置づけられ、学生の城西らしさを育てる科目になりました。

（3）地域連携センターの設立とその歩み（2013年～）

地域連携において、本センターでは、2013 年に地域志向で教育・研究・社会貢献を目指す「城西大学連携

教育・研究推進プロジェクト（J-CLIP）」を通じて活動方針を立て、2015 年 4 月には地域教育医療福祉セ

ンター（J-CLIC）を設立し、2018 年に「地域連携センター」への改称、 2021 年 4 月には地域連携セン

ター事務室が新設されました。現在では、越生町、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、毛呂山町と連携するJ-CLIP

や埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）などの活動を積極的に行っています。

学生や医療従事者教育において、本センターは、薬学部の学生教育だけでなく現職者の連携教育に関する模

擬患者育成にも注力し、質の高い医療従事者（薬剤師、薬科学技術者、管理栄養士）育成に貢献しています。



4 日本工業大学
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本学では、大学間連携共同教育推進事業の補助期間において、建築学科・生活環境デザインコース

（当時の生活環境デザイン学科）のカリキュラムへの彩の国連携５科目導入を完了し、現在まで定常

的に科目運営を行っている。その中で、本年度、４年ぶりに施設実習を再開した「ケア空間体験実

習」と、彩の国連携力育成プロジェクトで得た知見・経験を通じて2022年度に開発された全学科１

年生対象の「暮らしの支援とエンジニアの協働」について報告する。

（1）「ケア空間体験実習」の施設実習を再開
「ケア空間体験実習」は、彩の国連携科目の「ヒューマンケア体験実習」に該当する本学の授業で

ある。2020年度〜2023年度は、施設での実習ができず、①身近なお年寄りなどからお話しを伺う。

②近隣の団地内にあるコミュニティーカフェの常連さんから２人１組でお話しを伺う。①②の体験を

グループワークでふり返る。以上の内容で構成することとなった。それぞれ及び互いの経験を通じて、

コミュニケーションについて省察の機会を得ることができた。また、ヒューマンケアマインドの醸成

にも寄与するものであったと考えられる。しかし、対象となる方々の生活の場に身を置く、本来のあ

り方での実習再開が望まれた。

本年度は、特別養護老人ホーム・杜の家やしお（2期間）、認知症高齢者グループホーム・グルー

プホーム喜楽里に受け入れをご了解いただき、４年ぶりに施設実習として実施することができた。学

生たちは２日間、各施設のユニットに身を置かせていただき、暮らしの場を体験し、利用者の方々の

日々の暮らしとこれまでの人生について触れることができた。学生のふり返りとレポートから、暮ら

しの環境、日々の思い、利用者と職員並びに利用者相互の関わり合いについてなど、暮らしの場での

体験を通じてこその気付きと学びが多かったことが窺われた。

施設ツアー（杜の家やしお）  実習風景（杜の家やしお） 実習風景（グループホーム喜楽里）

（2）「暮らしの支援とエンジニアの協働」科目開設３年・論文掲載
   彩の国連携力育成プロジェクトが進む中、本学の他学科（機械系・電気通信系・情報系など）では、

工学技術を医療・福祉に応用する研究や、関連する教育プログラムが多く実践されてきた。そのよう

な教育・研究に従事する教員が分野横断的な交流会を重ねるなかで、医療・福祉分野に関する科目開

発の機運が高まっていった。彩の国連携力育成プロジェクトのメンバーである教員も、これまでの経

験について交流会で報告するよう求められたのを契機に、科目開発に参画することとなった。

当初から、分野横断的な演習・実習プログラムが学生に有効であり、その中で新しい発想や幅広い

視野が得られること、連携・協働についての経験が得られることが期待されていた。しかし誰のため、

何のために連携・協働するのかということが必ずしも明らかでなく、開発すべき授業の目的も明確で

なかっった。彩の国連携力育成プロジェクトのメンバーである教員の参画により、授業の目的は、人

の暮らしの支援への関心の醸成、人の暮らしとその支援についての洞察力の獲得、チームメンバーと

思いや考えを共有するための方法・工夫・態度の修得などへと収束していった。また、人の暮らしの

支援に関する実践者による講義、グループワーク、ふり返り（リフレクション）の繰り返しで授業を

構成することとなった。そして、2021年度の試行を経て、2022年度に、人の暮らしに寄り添える

エンジニアを育てるための、全学科１年生対象の選択科目として、「人の暮らしの支援とエンジニア

の協働」が開講した。

この科目は、彩の国連携力育成プロジェクトの実践で得た知見に基づくものであり、それを全学へ

と波及・展開させたものである。以後、毎年、100名前後の学生が履修し、授業評価アンケートにお

いて高い評価を得ている。授業実践の概要と成果は日本工学教育協会の学術誌『工学教育』72巻4号

（2025年7月）に掲載された。



5 埼玉県

（1）取組を点から線に

２０１７年１月に締結した新たな協定締結後、県は大学との会議や職能団体との意見交換会などに

参加し、ステークホルダーとしての関りを継続していましたが、コロナ禍を経て、担当者も変わり、

「現職者の人材育成」の実践の場が少ない県の関与は少なくなっていきました。

そこで、２０２３年度から２０２４年度にかけて、大学関係者や職能団体の方々と顔が見える関係

を構築することを心がけました。また県保健医療部には保健師、薬剤師、管理栄養士など様々な専門

職が働いているので、saipeの取組を、県の人材育成にも生かすことを意識した活動を行いました。

（2）大学間運営連絡会議に県の事業担当者参加

県の事業には、大学に周知をしたい、教員や学生の方に協力または参加をお願いしたいものがあり

ます。そこで、関連する事業について、担当者が会議で報告を行い、会議参加者に周知を行いました。

２０２４年度は健康長寿課、保健医療政策課、疾病対策課が事業の周知を行いました。

（3）職能団体との意見交換会（Sai_UPPｓ）に県の専門職参加

県の専門職職員に、職能団体との意見交換会（以下Sai_UPPｓ）に参加してもらいました。今年度

は各回に保健師の職員が参加し、職能団体の人材育成担当者とワークショップを行いました。参加者

からは、「仕事につながる職能団体の方と会えることは大きなメリット」、「職能団体から若手の人

も連れてきてほしい。県からも少し上の職位の人が来てもよいと思った。交流の場としてもっと活用

しないともったいない。」という意見がありました。

（4）保健師２・３年目研修でキャラ化ワークショップを実施

県庁の２・３年目保健師研修で、 Sai_UPPｓから生まれた職種理解のためのキャラ化ワークシッ

プを実施しました。行政の研修でキャラ化を実施したのは初の事例です。ワークショップ作成者の埼

玉医科大学米岡准教授に講師をしていただきました。受講者に大変好評で、研修担当者から「来年度

も実施したい」と話がありました。また、ファシリテーターとして参加した保健師の先輩職員にも、

キャラ化ワークショップを事前に体験していただき、こちらも非常に好評でした。

今後、経験年数のある職員のキャリアの振り返りや、多職種が働く保健所での研修にも活用ができ

ると思います。

（5）学会等での発表

saipeの取組や保健師研修でのキャラ化の実施について、日本保健医療福祉連携教育学会第17回学

術集会で一般演題（ポスター）発表をしました。

また、県が主催する健康福祉研究発表会で、２０２３、２０２４年度にsaipeと県の取組について

発表しました。

健康福祉研究発表会には県、市町村の福祉・医療の専門職が多く参加します。ぜひ来年以降saipe

や、 Sai_UPPｓ関係者に参加、発表いただければと願っています。

（6）saipe事業を庁内ポータルで周知

saipe事業のうち、県の施策、県職員や家族に関する事業を庁内ポータルで職員に周知しました。

ユースクリニック、IPWカフェ（職能団体の方のミニレクチャー）の記事を掲載しました。県職員の

参加につながり、ユースクリニックでは久喜図書館との連携も生まれました。

以上２年間の取組について紹介しました。県のかかわりを「点から線」にできたのではないかと思

います。今後さらに発展して、「線から面に」なることを期待しています。
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1．職能団体との意見交換会（Sai_UPPs）

Ⅴ 2024年度“彩の国連携力育成（人材育成事業）”の実績報告

※Sai･･･SAITAMA、彩の国
※UPPs…University(大学),Prefecture(県),Professionals(職能団体)

22

【概要・経緯】
saipeでは主に大学教育において、現場に出る前の学生の連携力を育成することを目指してきたが、

メンバーでもある埼玉県からは「（saipeのIPEの）アウトカムはどう測るのか」という指摘があり、
また、卒業生からも「せっかく学んだ連携力が現場で発揮しづらい」という声も上がっていた。これを
機にsaipeの中でIPEを受けた学生の卒業後についての議論が進んだ。その中で、現場の連携がもう少
し進めば、学生も大学で学んだことを発揮しやすくなるのではないかという観点から、学生教育と現場
の専門職の人材育成を連携力育成の両輪として位置づけるに至った。

そして、現場へのアプローチの一つとして、2018年度埼玉県の現職者の人材育成を担う職能団体と
の意見交換会を開催することとなった（「埼玉県における「連携力の高い人材育成」を目指した職能団
体と4大学の意見交換会」）。以降毎年１・2回、意見交換会の開催を継続している（これまでの開催
日時、意見交換テーマは、次ページの表を参照）。2024年度現在の参加団体は、埼玉県の医師会、栄
養士会、介護支援専門員協会、看護協会、公認心理師協会、歯科医師会、社会福祉士会、理学療法士会、
薬剤師会である。加えて、建築の現場から、バリアフリー住宅などの実績の多い工務店及び建築士会に
参加いただいている。参加者は各団体の研修担当役員など及び埼玉県の担当課、saipeメンバーである。

本会を通じて、saipeと職能団体の間、職能団体同士の間での相互理解や人間関係の醸成が進み、ま
た saipeの事業への職能団体の支援を受けることができ、連携して人の暮らしを支えられる人材を育て
ることが重要だという認識の共有も進んできた。他方、この意見交換の場自体も多様な専門や背景を持
つ人の間の連携の機会でもある。そこで、意見交換会開催に当たっては、会に参加することが楽しい、
役に立つ、次も参加したいと思えることを大切にしている。

2024年度にはこれまでの会をふり返りながら、この会にふさわしい名称を参加者全員で議論して決
定した。また、コロナ禍によりWeb開催が続いていたが、12月に4年ぶりに対面で実施した。

【2024年度の実績】
◆第12回意見交換会
日時：2024年5月30日（木）18:00～20:45
場所：Web開催（Zoom）
出席者：栄養士会（3名）、介護支援専門員協会（2名）、看護協会（1名）、公認心理師協会（1名）、

歯科医師会（2名）、社会福祉士会（1名）、薬剤師会（2名）、理学療法士会（3名）、建築
関係（1名）、埼玉県立大学（10名）、埼玉医科大学（8名）、城西大学（6名）、日本工業
大学（2名）、埼玉県（3名）。

内容：１）開会挨拶、会議のOARR共有、自己紹介
２）saipeと職能団体の活動の報告
３）意見交換会で立案された企画の活動報告
４）意見交換：この意見交換会の名称を決めよう（その2）

＊この意見交換会の名称が「Sai_UPPs」に決定
５）saipeからの情報提供
６）ふり返り、閉会挨拶

◆第13回意見交換会
日時：2024年12月5日（木）18:00～20:45
場所：埼玉会館（対面開催）
出席者：医師会（1名）、栄養士会（3名）、介護支援専門員協会（2名）、看護協会（1名）、公認心
理師協会（2名）、歯科医師会（1名）、社会福祉士会（1名）、薬剤師会（2名）、理学療法士会（1
名）、建築関係（1名）、埼玉県立大学（5名）、埼玉医科大学（5名）、城西大学（5名）、日本工業
大学（2名）、埼玉県（2名）、オブザーバー（建築士会）（1名）。
内容：１）開会挨拶、会議のOARR共有、自己紹介

２）saipeと職能団体の活動の報告
３）意見交換会で立案された企画の活動報告
４）意見交換：連携できるひとはどんなひと？

＊コンピテンシーに関するワークショップの試行
５）saipeからの情報提供
６）ふり返り、閉会挨拶
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年度 月 回 意見交換テーマ

2018 6月 １ 埼玉県の連携力の高い専門職の人材育成の推進について
All Saitama シームレスな連携力育成を目指した取組の在り方

11月 ２ 「連携」に関する教育事業の現状
今、必要な連携力育成のための方策及び実施上の
課題

2019 5月 ３ ワークショップ共同開催のテーマ、規模等の検討

11月 ４ 来年度この集まりやsaipeを活用して連携力を高
めるために
「やってみたいこと」と「できそうなこと」

2020 12月 ５ 令和 3 年度の saipe と各職能団体の活動につい
て

2021 5月 ６ 具体的な取り組みイメージの共有

12月 ７ saipeと職能団体で取り組む企画
「多職種が参加する、多職種で取り組む企画」

2022 5月 8 4つの企画の協働の形を考える

12月 9 キャラ化を体験する

2023 5月 10 コンピテンシーについて理解を深める

12月 11 意見交換会のふり返りと名称を考える（その1）

2024 5月 12 意見交換会の名称を考える（その2）

12月 13 連携できるひとってどんなひと？（コンピテン
シーワークショップ試行）

IPWカフェ

ワークショップ

連携企画

公認心理師協会、
建築士の参加

ワーク
ショップ

①専門職のキャラ化ワークショップ（手法の開発と実施）

②埼玉県内の連携現場の取材

③連携コンピテンシーの理解を深めるワークショップ

④saipe版事例スコープ

⑤IPWカフェ：平日夜1時間・Web開催、ミニレクチャー＋少人数でおしゃべり

＜2024年度＞

第17回：2024年 6月27日 作業療法の視点（柴田貴美子氏）

第18回：2024年11月19日 看護のチカラ（各務初恵氏）

   第19回：2025年 3月 3日 知っているようで知らない「社会福祉士」の世界（福嶋克巳氏）

★これまでの職能団体との意見交換会（Sai_UPPs）

◆Sai_UPPs での連携企画



2．緩和ケアIPW（多職種連携）研修会
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IPWは、利用者の“よりよい生活”を目指して、保健医療福祉の関係者（多職種や家族、一般の支

援者など）が連携と協働して援助活動を行う。すなわち、利用者の“生活目標”を目指して、その実

現の障害となっている問題を解決するプロセスをたどる。そして問題解決のプロセスをチームでたど

るので「チーム形成のプロセス」が同時に動くこととなる。さらに、実践現場の各専門職は、所属施

設内での別の組織や外部機関等に同時に所属していることも多いため、組織間･機関間の地域連携も

同時に行われなければ、よりよい支援になりえない。

保健医療福祉の実践の場の連携と協働は、利用者の問題解決プロセスと、関係者のチーム形成のプ

ロセス、さらに、関係者が所属する組織や機関間、地域連携のプロセスが影響しあっている。

1）緩和ケアIPW（多職種連携）研修会の特徴

日 時：２０２４年９月8日（日） 9：30～16：30

会 場：Web開催（拠点：城西大学）

参加者：14名（医師、歯科医師、薬剤師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、

介護支援専門員、保健師、養護教諭、建築士）

ファシリテータ：Aチーム（古屋:城西大学、勝木:日本工業大学）、

Bチーム（白幡:城西大学）、Cチーム（善生･村田:埼玉県立大学）、

全体サポート：柴﨑（埼玉医科大学）、細谷（城西大学）

運営･進行：堀井･小糸･村田･細谷（城西大学）、吉村･田口（埼玉県立大学）、

柴﨑（埼玉医科大学）

運営事務：春原･奈良（城西大学）、長島（埼玉医科大学）、三本松（日本工業大学）、

中野･澤里（埼玉県立大学）

後援専門職能団体：埼玉県医師会、埼玉県歯科医師会、埼玉県薬剤師会、埼玉県看護協会、

埼玉県理学療法士会、埼玉県作業療法士会、埼玉県栄養士会、

埼玉県公認心理士会、埼玉県社会福祉士会、埼玉県介護支援専門員協会

本研修会は、本研修会は埼玉県内に勤務する保健医療福祉

専門職種（医師、歯科医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、

リハビリ専門職、認定心理士、社会福祉士、介護福祉士、介

護支援専門員等）を対象に、実践の場の連携と協働を緩和ケ

アに特化して体験的かつ意図的に学ぶことを主眼を置いた研

修会である。

※2020年度からは新型コロナウイルス感染症流行のためオ

ンラインツールを活用した研修会として継続している

＜検討する緩和ケア事例の例＞

・大腸癌術後、多発肝転移等

（余命：月から年単位）

・乳癌再発、肝転移、肺転移等

（余命：3-6ヶ月程度）

・肺癌（ステージⅣ）、脳転移等

（余命：月単位） 模擬患者



＜チーム活動における課題＞

（1）提示された患者さん（模擬患者さん）の状況について話し合い、“より良い暮らし”を目指

した支援方針・計画（案）（入院継続または退院後の在宅(居宅)生活）を提示する。

（2）チーム形成プロセス、組織や機関間･地域連携プロセスにおいて、チーム課題、専門職として

の課題、自己の課題、地域連携課題等の発見、およびそれらの課題解決方法を模索する

＜連携する際のキーワード（意図的なチームディスカッションのヒント）＞

①「尊重」：利用者･チームメンバー等の尊重、尊重していることの表現方法とその状況等

②「理解」：利用者の人物像･状況･課題･思い･願い等の理解、チームメンバーの理解

③「共有」：利用者の人物像･状況･課題･思い･願い等の理解の共有、チームメンバーとの理解共有

④「合意形成」：利用者の課題･支援方針･計画の合意形成

⑤その他：オンライン上での省察（リフレクション）、柔軟な専門性の発揮等

2）緩和ケアIPW（多職種連携）研修 実施方法

9:00～ 受付（全体Zoomルーム入室）

9:30～10:30 1）開会 ※運営関係者紹介

2）IPWの基本（講座）

3）緩和ケアIPW演習実施方法説明

4）Zoomの設定と共有ツールの使用方法説明

10:30～10:45 ◆アイスブレイク

10:45～14:30 5）緩和ケアIPW演習 （※含模擬患者との面談）

・情報収集･整理･共有，対象者課題等の抽出･共有

・支援方針･計画（案）の検討

14:30～15:40 6）報告会、学びの共有

・発表 ／ ・ディスカッション

15:40～16:15 7）リフレクション（チームごとに実施）

16:15～16:30 8）閉会

※事後自己評価・アンケート記入

◆ 研修会タイムスケジュール
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専門職／年度 2022 2023 2024

医師 2 0 1

歯科医師 1 0 4

薬剤師 3 2 3

看護師 2 2 2

管理栄養士 4 2 0

介護支援専門員 1 0 1

社会福祉士 1 3 3

理学療法士 1 1 0

公認心理師 0 3 0

◆2022年度からの参加者実績

参加者･模擬患者･ファシリテータをWeb
オンラインで繋いだ演習研修方法

模擬患者

ファシリテータ

PC画面：参加者

◆実施後アンケート（2024年度抜粋）

評定値平均(１～５)

緩和ケアにおける「患者（利⽤者）・地域資源の理解
と課題解決」の実践⽅法を意図的に確認する

4.4

緩和ケアにおける「チームメンバーの専⾨性と多様性
を相互理解」する態度を意図的に確認する

4.6

緩和ケアにおける「チーム形成プロセスと協働」の実
践⽅法を意図的に確認する

4.6

緩和ケアにおける「組織や機関間・地域連携プロセ
ス」の実践⽅法を意図的に確認する

4.4

緩和ケアIPW演習体験を振り返り、意味づけ、⾃⼰の
課題および所属施設に おける課題および解決策を⾒出
すためのリフレクションが意図的にできる

4.4

自由記述 本会で得られたこと等

多職種での意見交換の重要性がわかりました

多職種の方の考え、気付きが刺激になりました。

多職種連携を実現させるために、一つの症例を時間をかけて話し合えたこと
は、よかったです。

間を活かすということが話し合いの中では大事だと思った

多職種の忌憚ない意見を聞けたこと。

チーム内のリフレクションが大変学びになった。他者からのフィードバック
で気付くことが多かった。



3．他職種を理解する“IPWカフェ”（2024年度：第17～19回）
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“IPWカフェ”は、様々な職種や立場の方々と気軽に話し合える場が欲しいというニーズに応え、

2021年3月から始めたものです。「地域の暮らしを支えたい、豊かにしたい！」という思いの皆

さんが職種や立場を超えて出会い、気軽におしゃべりできる場として、年に３～４回のペースで、

2025年3月現在までに19回のカフェが開催されてきました。

IPWカフェで大事にしていることは「気軽に参加できる」ことです。このため、集まりやすい時

間帯や形式を模索し、平日夜Zoomにて、1時間で実施するという形に落ち着きました。また、会

の進行も、前半は話題提供としてゲストスピーカーからのミニレクチャー、後半は２～３名のグ

ループに分かれてのおしゃべり、最後に全体での質問や感想の共有を基本としつつ、後半もメイン

ルームに残ってゲストスピーカーと進行役のおしゃべりを聞くという、聞くだけ参加もできるよう

にしています。

毎回、保健･医療･福祉分野に限らない、地域を支え、豊かにする活動をされている皆様をお迎え

し、他では聞けない話から、今更訊けない各職種のお仕事の話まで様々なミニレクチャーをいただ

き、それに刺激されたおしゃべりが盛り上がります。埼玉県外からの参加もあり、IPWや地域につ

いて知り、話せる場の貴重さを感じています。なお、IPWカフェのレクチャーの概要や様子は

saipeのブログに掲載し、当日参加できなかった方にも情報提供しています。

IPWカフェ17 （2024年6月27日（木） 18：00～19：00） 参加者：23名
・テーマ：「作業療法の視点」
・ミニレクチャー：柴田貴美子さん（埼玉県立大学 作業療法学科 准教授）
・概要：作業療法の源流や視点についてお話いただきました。作業療法はリハビリの一
つの治療ということではなく、作業そのものに焦点をあてた援助であり、その人が作業
にどのような意味を見出しているのかた重要だということを知りました。つまり作業療
法とは、私たちの日常生活すべてを支援の対象としていると理解できました。

◆ 2024年度開催概要

IPWカフェ18 （2024年11月19日（木） 18：30～19：30） 参加者：28名
・テーマ：「看護のチカラ」
・ミニレクチャー：各務初恵さん（埼玉県看護協会 常務理事）
・概要：新型コロナの感染拡大時のホテル療養の支援や、能登半島地震の「災害支援
ナース」としての活動をご紹介いただきました。それを通して、電話での健康観察や足
浴の準備など、厳しい状況でも誰かが必要としていることに気付き、寄り添う工夫をす
る、命と暮らしと尊厳を守り支える「看護のチカラ」を感じる回となりました。

IPWカフェ19 （2025年3月3日（月） 19：00～20：00） 参加者： 2５名
・テーマ：「知っているようで知らない「社会福祉士」の世界」
・ミニレクチャー：福嶋克巳さん（埼玉県社会福祉士会 副会長）
・概要：社会福祉士の職能について基本から丁寧にお話しくださいました。「人の困り
ごとの数だけ、社会福祉士の活動する場面がある」の言葉や、「相談援助」を行う専門
職として他の支援者との連携・協働が不可欠、専門職の提案が本当に対象者の望みに沿
うものであるか、「権利擁護」を念頭に他の専門職に働きかけることが大切などのお話
しから、社会福祉士への基本的理解と、連携についての大切な学びをいただきました。



◆ 多職種を理解する「IPWカフェ」案内チラシ（2024年度）
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・作業療法の歴史的経過や視点を教えていただ

き、とても新鮮でした。

・社会福祉士さんの活動が人の困りごとの数だ

け多岐に渡ることを知れてよかったです。

・「医療の効力が失ったあとも・・・」の上皇

后陛下のお言葉を聞き、最後の最後まで患者さ

んにも家族にも寄り添ってくれる大事な存在で

あると改めて実感しました。

・IPWカフェは初めての参加でした。周りに隠

れ社会福祉士が多く、どんな資格なのか気に

なっていたのでとても勉強になりました。また

参加したいです。

・いつも、楽しく参加させていただいています。

他県から参加の私を快く迎え入れてくださり感

謝しています。和やかに少人数で会話が出来る

ので、とても楽しんでいます。

・毎回、ブレイクアウトルームで、いろいろな

職種の方と話ができて勉強になります。

・会員制度にするなどして過去の講座のアーカ

イブを拝見できる仕組みがあると嬉しい。

【感想（抜粋）】



★「IPWカフェ」バックナンバー（チラシ）
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「IPWカフェ01」
試行

2021年3月29日(月)

12:00～13:00

テーマ:専門職連携に
おけるコミュニケー
ション

横山惠子さん
（埼玉県立大学）

（看護学科）

勝木祐仁さん 田中 入さん 伊藤 衛さん横山恵子さん

花村温子さん 松岡広樹さん 武笠真由美さん田口孝行さん

白石 充さん 花村温子さん 須田正子さん米岡裕美さん

儀賀理暁さん 野口祐子さん 奥野真由さん大久保築世さん



4．多職種理解の深化“キャラ化”ワークショップ手法の開発

●開発経緯

多職種の理解を深める手法としての“キャラ化”ワークショップは、埼玉県内13職能団体との意見交

換会（ Sai_UPPs ）から生まれた。この意見交換会で多職種が参加する企画を検討する中で、お互いの

ことを知ること、専門職以外にも理解してもらうことに加えて、雑談の重要性が指摘された。一方で、現

職者の中では、職種や分野の間の壁を超えることができ、気軽に実施・参加できるワークショップへの期

待が高いことも明らかになった。このことから、楽しく気軽に参加でき、かつ職種の理解を深める手法と

して、専門職をキャラクター化するワークショップを開発した。

●目的・趣旨

ワークショップの趣旨は、「職種の理解を楽しく深める」ことである。キャラ化の対象となるの職種の

特徴、着眼点、大事にしていることなどのイメージを共有することで、楽しく職種の理解を深めることが

できる。これは、多職種が集まって他の職種の理解を深めることにも、同じ職種で集まって自分たちの職

種の理解を深めることにも活用できる。

●実施方法

具体的な進行は、大まかには①キャラ化する専門職者に自由に質問し、その職種について語ってもらう、

②その話をもとに、キャラシートに、「特徴・性格」や「能力・スキル」、「弱点・困っていること」、

「決め台詞」、「キャッチフレーズ」などを記入し、キャラを作っていく、というものである。

●企画ブラッシュアップと実施実績

Sai_UPPsの有志で集まって、いくつかのキャラを作ってみるところから始めて手法をブラッシュアッ

プし、その後、大学や学会、FD研修会などで行われるようになってきた。saipeのメンバーが行うだけで

なく、過去のワークショップの参加者が自分たちで実施する事例も増えてきた。

2024年度は、埼玉県の2年目、3年目の保健師研修、日本保健医療福祉連携教育学会でワークショッ

プを実施した。 ※2023年度は、第55回 日本医学教育学会にてワークショップを開催

★“キャラ化”ワークシート（様式） 「弱者を助ける正義の忍者」

「体の第一の関所の守り手」
「正しい動きの味方

M87正運からやってきたあのヒーロー」 ※ M：Muscle
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キャラ化実績：他職種理解篇
時期 主催 形態 参加者 キャラ化した職種

2022.10 Sai_UPPs 有志の会 Web 7 社会福祉士［忍者］

2022.11 Sai_UPPs 有志の会 Web 6 歯科医師［弁慶］

2022.12～
2023.2

Sai_UPPs
意見交換会・
有志の会

Web 6 理学療法士［正義のヒーロー］

2023.7 saipe
医学教育学会大会ワー
クショップ

対面 19
病院救命士、ICUの理学療法士［七色戦隊］、
臨床工学技士［命を支えるエンジニア］、公認
心理士［仙人］、看護師［かるがも］

2023.11 Sai_UPPs 有志の会 Web 7 薬剤師［名探偵］

2024.3 千葉大学 亥鼻FDプロジェクト Web 13
男性産婦人科医［パンダ］、助産師［白魔術
師］、慢性心不全熟練看護師［あついオタク］

2024.3

専門学校金沢
リハビリテー
ションアカデ
ミー（理学）

ワークショップ（金
城大学:看護･北陸大
学:検査と共催）

対面 11 臨床検査技師

2024.8
北陸大学医療
保健学部關谷
ゼミ

ワークショップ（い
しかわ多職種連携教
育プロジェクトあい
まいぴーとの共催）

対面 29 医師、薬剤師、助産師、保健師

2024.11 saipe
日本保健医療福祉連
携教育学会第17回学
術集会

対面 29
保健師、ケアマネージャー、公認心理士、視能
訓練士、保育所等訪問支援員

時期 実施機関 形態 参加者 キャラ化した職種

2022.12 埼玉医科大学 授業
対面･
Web

医学部2年133名、
検査学科1年46名

医師、臨床 検査技師

2023.6 埼玉医科大学 授業 対面
医学部2年129名、
検査学科1年46名

医師、臨床検査技師

2024.2 首都医校 授業 対面
各学科の1年生が
自職種をキャラ化

救急救命、看護、保健師、理学療法士、
作業療法士、柔道整復師、アスレチック
トレーナー、臨床工学技士、介護福祉士

2024.6 埼玉医科大学 授業 対面
医学部2年134名、
検査学科1年36名

医師、臨床検査技師

2024.8 埼玉県
保健師（2年目
／3年目）研修

対面
9名＋FT3名／19
名＋FT5名

県勤務の保健師

キャラ化実績：自職種理解篇

◆保健師（2年目／3年目）研修

・今まで経験したグループワークの中で1 番楽しめた。

・保健師とは何なのか、専門性を悩んでいたが、楽しく振り

返ることができた。

・どんな特徴や、やりがいをもって、保健師として働いてい

るかふり返ることができた。

・（保健師の）特技やアピールポイントを探すことで自分自

身の学びになった。

・保健師には色々な可能性があり、専門的な業務もできる素

敵な職種だと感じました。

・強み、弱みを認識できてよかった。

・経験を重ねると保健師についての促え方が変化するように

感じた。また考えてみたい。
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5．地域における連携力育成事業

日本工業大学が所在する宮代町を舞台として、専門職のみならず、行政、民間企業、地域住民も対象とした

地域における連携力育成に向けた取り組みを、主に日工大のsaipeメンバーが担当して進めている。

2017年に取り組みを始め、2021年からは定常的な活動として、認知症の方とそのご家族が安心して暮ら

せる地域づくり（認知症まちづくり）に関する取り組みを行っている。職種や立場を超えて多くの人が当事者

意識を持ち、目的を共有しやすいことを旨としてテーマ設定をした。近い将来、認知症のある方が人口の中で

高い割合を占めていくことが見込まれており、買い物や、交通機関の利用など日々の営みを認知症のある方が

スムーズに行える物理的・社会的環境整備は、サービスの提供者、他のサービス利用者にとっても重要なこと

である。その環境整備を行政、民間、NPO団体、町内で暮らす人の協働で行い、その過程での「連携力」の

醸成をめざしている。その「連携力」は、地域で暮らす全ての人が享受し得るものと考えている。

具体的には、宮代町役場、宮代町社会福祉協議会、宮代町立図書館、日工大saipeメンバーが月１回を基本

とする定例ミーティングを行いながら、「認知症まちづくり」に関する取り組みを企画・実施している。

《２０２４年度の取り組み》

●定例ミーティング
第１〜6回（4月〜10月）は２つの「認知症にフレンドリーな社会に向けた合同展」についての検討とふり

返りを行い、第7〜10回（11月〜3月）は今後の活動の指針の検討と今年度のふり返りを行った。

●認知症にフレンドリーな社会に向けた合同展 vol.6 「あしたのわたしと認知症」
9月22日（日）〜10月14日（月） 会場：宮代町立図書館
2022年度から開催している、宮代町立図書館を会場とした、パネル展示、講演会、映画上映会等を行う行

事である。認知症と「認知症まちづくり」に関する理解を深め、広めることを目的とする。パネル展示では、
「認知症基本法」の概要（ 2024年1月施行）、認知症予防に関する知識、「認知症まちづくり」のために一
人一人ができること、町および社会福祉協議会の取り組み等を紹介した。図書館を会場とした企画ならではの
工夫として、各トピックの関連書籍の紹介が添えられた。認知症に関する本を集めたブックカートも展示され
た。 9月23日に、認知症を抱える妻とそれを支える夫の２人の暮らしを描いた映画「記憶の葉っぱ」の上映
会、 10月14日に、日工大の野口祐子先生を講師とした講演会「認知症の人も当たり前に外出できるまちづく
り―パブリックトイレの研究―」を開催した。

図書館は、町内で最も多く、長く高齢の方が滞在する場所であり、多くの方々が展示を観てくださった。小
学生から募集した、お年寄りとの思い出を描いた絵手紙の展示を行ったことで、若い世代の訪問も得られた。

●認知症にフレンドリーな社会に向けた合同展 vol.7 「宮代で共に暮らし共に創る講演会」
9月28日（土） 会場：宮代町立コミュニティセンター進修館
健康介護コンシェルジュ等30以上の資格を持つ、三遊亭楽春さんを講師として、「笑いは健康の良薬」と

題する、落語を交えた講演会を開催した。町内の生活支援団体の紹介と、その担い手募集の告知も行われた。

●ゆっくりおしゃべり食事会
卒業計画の一環として町内の「通いの場」づくりに取り組む学生を中心に、日工大の野口祐子研究室が企

画・運営したものである。今年度から開始し、町内の食堂で１回、大学の学食で４回、合計５回開催した。認
知症のある方とその家族を含む町内の高齢者、学生、大学の教職員、町役場及び社会福祉協議会、地域包括支
援センターの職員など各回20～30人の参加があり、参加者から好評を得た。町の職員が血圧測定・健康相談
を行う回もあった。町内の関係機関からも継続の要望があり、2025年度の継続実施を模索中である。

《今後の取り組み》
これまでの取り組みは認知症や「認知症まちづくり」への理解の普及に関する取り組みが中心であった。そ

の間、町・社協・図書館・大学の連携が強化されていったことは大きな成果であるが、今後は、当事者とその
ご家族、民間の事業者、地域住民との連携に向けた具体的な取り組みを展開していきたい。

「あしたのわたしと認知症」
会場の様子

「あしたのわたしと認知症」
展示パネルと配布物

「宮代で共に暮らし共に創る
講演会」

「ゆっくりおしゃべり食事会」
第5回（3/26）の様子



1．リレー･フォー･ライフジャパン川越2024

saipeでは、学生交流・共同学習支援の取組の1つとして、2015年度より、がん制圧に向けた世界共通の

チャリティーイベント「リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越（RFLJ川越）」に4大学チームとして参加

している。2020年度から2022年度は新型コロナウイルス感染症の影響によりオンラインでの活動となった

が、2023年度からは現地での活動が再開された。2024年度は、2023年度に引き続き、saipeメンバーで

埼玉医科大学の産婦人科医である高橋幸子先生監修のもと、「6つのがんを防ぐ“HPVワクチン”を知る・考

える・伝える」をテーマとして、HPVワクチンや子宮頸がん検診などに関する啓発活動を行った。

【2024年度 活動概要】
○活動日時、場所：

・RFLオリエンテーション：2024年8月26日（月）17:00～19:30（Zoom）
・第1回活動（打ち合せ、学生交流）：2024年9月  2日（月）18:00～19:45（Zoom）
・第2回活動（打ち合せ、学生交流） ：2024年9月10日（火）18:00～19:45（Zoom）
・第3回活動（打ち合せ、学生交流） ：2024年9月18日（水）18:00～19:30（Zoom）
・第4回活動（打ち合せ、学生交流） ：2024年9月27日（金）13:00～17:00（城西大学）
・RFLJ2024川越当日：2024年9月28日（土）9:30～20:00 ～ 29日（日）9:30～11:30（蓮馨寺）

○参加者：学生14名、教職員（saipeメンバー）10名
・埼玉県立大学：学生6名（大学院修士（看護学専修）1年1名、看護学科2年2名、理学療法学科1年1名、

健康開発学科2年1名、1年1名）、教員1名
・埼玉医科大学：学生3名（医学部1年2名、保健医療学部理学療法学科2年1名）、教員3名、職員1名
・城西大学 ：学生5名（薬学研究科薬科学専攻2年1名、薬学研究科医療栄養学専攻1名、薬学科1年2

名、薬科学科2年1名）、教員3名、職員1名
・埼玉県 ：職員1名（保健医療政策課）

○活動内容：HPVワクチンに関する新規リーフレットおよび埼玉県内自治体のキャッチアップ接種情報をまと
めたWebサイト（ https://saipe-saitama-hpv-vaccine-information.my.canva.site/）の作成、HPVワク
チンに関するクイズを用いたスタンプラリー、医師・助産師による相談会、子宮頸がん検診に関する展示や
ユースクリニックの開催、リレーウォーク・セルフウォークリレー（minpo）など様々な活動を行った。

参加した学生からは、普段関わることのない他大学や他学科の方と関わることができて嬉しかった、大学ご

との得意分野が違う事でバランス良く仕事内容を分担する事ができた、学んでいる分野が違うとさまざまな発

想があって勉強になるなと思ったなどの声が聞かれた。

これらのことから、本取組を通して参加学生一人一人ががん患者さんと向き合い、患者さんに対して自分が

できることについて考え、立案・実行する良い機会となったこと、また他大学・他学科の学生が連携しながら

一つの目的を共有して活動したことで達成感と自信に繋がったことがうかがえた。

図 今回作成したリーフレット・Webサイト（左）とリレー・フォー・ライフジャパン川越2024の様子（右）
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Ⅵ 2024年度“学生交流・共同学習支援”の実績報告

https://saipe-saitama-hpv-vaccine-information.my.canva.site/?fbclid=IwZXh0bgNhZW0CMTAAAR1X-_VF2mN9pYKGTnLSxBfFC79njd0KL4uf1u5m7j8btDt23ri32o-WOWc_aem_JBSbgYtE3VZCxQZKw-eU9Q
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2．彩の国思春期研究会

彩の国思春期研究会は埼玉県内で思春期の若者の

性の健康を守る多職種専門家とそのたまごである

大学生が共に学びあう場です。

①ユースクリニック、②HPVワクチンキャッチアップ接種「最終」啓発リーフレット作成を行いました。

①ユースクリニック

ユースクリニックとは思春期の若者が性について学びたい時や悩みを抱えた際、気軽に相談でき必要に応じ

て医療につなぐサポートをするところです。東京都では2023年より「わかさぽ」という取り組みが始まって

おり、埼玉県にもそのような場をつくりたい、と2023年6月から彩の国思春期研究会によるたんぽぽユース

クリニックが埼玉県内各地（越谷市・川越市・さいたま市・本庄市・熊谷市・坂戸市・ふじみ野市・久喜市・

鴻巣市等）で今年度末までに計50回以上開催されています。

4大学の学生や教員を含むボランティアスタッフが各地のユースクリニックで活動しています。2024年10

月26日・27日には埼玉県立大学の学園祭（清透祭）においてユースクリニックが開催され、2日間でのべ

560名の参加者を数えました。

併せて埼玉県が行う4大学連携事業の一環として県職員に対し県庁ポータルサイト上でユースクリニック開

催の情報提供が行われ、県内で性教育の必要性やユースクリニックについての認知度が向上しました。

【2024年度 活動概要】
○活動日時、場所：埼玉県立大学学園祭・埼玉医科大学学園祭をはじめ埼玉県内各地で44回開催された。

○参加者：学生17名、教職員 ７名（うちsaipeメンバー２名）

・埼玉県立大学：学生10名（看護学科8名・健康開発学科２名）、教員４名
・埼玉医科大学：学生５名（医学部2年1名、医学部3年2名、医学部5年生1名、保健医療学部理学療法

学科2年1名）、研修医1名、教員1名
・城西大学 ：学生２名（薬学研究科薬科学専攻2年1名、薬学研究科医療栄養学専攻1名）
・埼玉県 ：職員1名（保健医療政策課）

〇参加した学生からは、SRHR（Sexual Reproductive Health ＆Rights・性と生殖の健康と権利）と包括
的性教育の内容をわかりやすく展示し、多くの来客に楽しんで情報に触れてもらうことができたことに対する
満足感を得ることができました。多職種の専門家やそれを目ざす大学生どうしがつながり、交流することが出
来たことは2025年2月に行った②の取り組みへとつながりました。

②HPVワクチンキャッチアップ接種「最終」啓発リーフレット作成
彩の国思春期研究会とともに活動する埼玉県立大学サークルLUNAの学生が作成したリーフレットに対し埼

玉医科大学産婦人科医高橋幸子（彩の国思春期研究会）が医療監修を行い、「2025年の3月中に接種するこ
とで１年間接種期間が延長される」という情報提供が４大学や県内の行政機関を通して行われました。

図 埼玉県立大学学園祭（清透祭）ユースクリニックの様子とHPVワクチンキャッチアップ接種最終のお知らせ
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3．トークイベント

共同学習事業の取り組みの１つとして、地域における豊かな暮らしの実現に向けて、医療・福祉・建築

やその連携について新たなビジョンを提示する実践者をゲストに迎え、ゲストによるショートレクチャー

を題材に４大学の学生が意見交換を行うトークイベントを例年行っている。

今年度は、幸手市にあるご自身のクリニックの隣にサロンをオープンされた歯科医の高柳篤史先生と、

その設計を担当された倉林貴彦先生をゲストに迎え、当該のサロンを会場として開催した。

高柳歯科医院のサロンは、歯科診療を行う一方、予防歯科の第一線で研究をされてきた高柳篤史先生が、

家庭環境や社会環境にアプローチする歯科医療に向けて構想された場所である。生活者目線と科学的根拠

に基づくセルフケアのサポートを目指す「はみがき学の会」の拠点でもある。セルフケア、支え合う関係、

ケアの専門的知識との接点が暮らし の中に自然にある状態を支援する、新しい医療への展望が窺える。

設計を担当した倉林貴彦先生は、これまでにもケアのあり方に革新を与えるような施設の設計に携わっ

てこられた建築である。サロンの建築は高柳先生のビジョンの具体化に向けて設計さた。

講師の先生方のレクチャーとグループワークを通じて、暮らしの中にケアがあること、そのためのアプ

ローチ、建築・空間デザインの可能性などについて４大学の学生が、学び合う機会として企画した。

【開催概要】

テーマ：「暮らしの中にケアを編む 〜歯科医がつくったサロンでともに学び・考える〜」

日時：2025年３月9日（日） 13:30〜17:00（予定では16:30）

会場：高柳歯科医院 サロン（幸手市）

講師：高柳篤史先生（高柳歯科医院院長、東京歯科大学衛生学講座 客員教授、日本大学松戸歯学部

障害者歯科学講座兼任講師）

倉林貴彦先生（倉林貴彦建築設計事務所、日本工業大学 建築学科 非常勤講師）

参加者：学生 計11名 埼玉県立大学 看護学科 4年生 1名

  日本工業大学 建築学科 1年 2名/ 2年1名/ 3年7名 計10名

教員 １名（埼玉県立大学 看護学科） 高柳歯科医院職員 １名（歯科衛生士）

運営： 勝木祐仁・三本松陽子（日本工業大学）

当日はまず、高柳先生から「暮らしからアプローチする口腔保健」のタイトルで、サロン開設の背景で

もある、口腔保健における暮らしからのアプローチの必要性についてお話しいただいた。その後、高柳先

生のレクチャーについての討議、コーヒーブレイクを経て、倉林先生から「「幸手のはなれ」※ の設計に

ついて」のタイトルで、設計の過程における高柳先生とのやり取り、敷地や地域環境の捉え方、それらを

踏まえた設計の考え方についてお話しいただいた（※ 建築雑誌掲載時における当該のサロンの名称）。

最後に行われた全体討議において、看護学科の学生からは、普段、人がどう生きたいかを中心にケアに

ついて考えているが、倉林先生のお話しから、建築も同じように考えるのだという発見があったとの感想

があった。建築の学生からは、「高柳先生がお話しくださった社会的健康は建築分野とつながると感じ

た」、「医療者など他分野の人も含め、関係者を巻き込みながら進める設計のプロセスに可能性を感じ

た」、「まちづくりの取り組みに関わる経験はあったが、医療・福祉の視点を含めて考えるのは初めてで

新鮮だった」などの感想があった。

医療を学ぶ学生と建築を学ぶ学生が、歯科医と建築家のレクチャーと学生間の討議を通じて、人の暮ら

しを支え、豊かにすることについて新たな視点や学びを得ることができたようであった。

なお、本イベントの告知開始が今年度の授業終了後の期間であったため、周知が難しく、日工大以外の

参加学生が１名のみであった。次年度以降、適切な開催時期及び告知時期を見極めて企画を進めたい。

高柳先生のレクチャーの様子 倉林先生のレクチャーの様子 グループワーク後の発表の様子



1．日本保健医療福祉連携教育学会 第17回学術集会 をall埼玉で開催

Ⅶ 学術活動の実績報告

◆saipeメンバー 一般演題発表者（筆頭）

・村田 勇（城西大学）

・善生まり子（埼玉県立大学）

・野口 祐子（日本工業大学）

・阪下 竜也（埼玉県）

・吉村 基宜（埼玉県立大学）

・小池 啓子（埼玉医科大学）

・柴﨑 智美（埼玉医科大学）

「「彩の国連携力育成プロジェクト」ならびにそこ

から発展した埼玉県内の様々な取組」

代表：阪下竜也（埼玉県庁保健医療部保健医療政策課）

・P2-7 「埼玉県庁採用２・３年目保健師研修に

おける「キャラ化ワークショップ」の実践」

saipeの取り組み演題が理事長賞を受賞

「日本保健医療福祉連携教育学会第17回学術集会」が元saipeメンバーの新井利民（立正大学教

授）を学術集会長、田口孝行（埼玉県立大学教授）･柴﨑智美（埼玉医科大学教授）を副学術集会長、

國澤尚子（埼玉県立大学教授）を実行委員長、saipeメンバーが実行委員となって、また、4大学が共

催、埼玉県とsaipe意見交換会に参加している埼玉県内13職能団体が“後援”に入り、“all埼玉”で

開催した。

参加者は200名、一般演題発表は54演題が集まり、盛況に行われた。

saipe企画、およびsaipeメンバーによる報告・発表は下記の通りである。

・シンポジウムⅠ：専門職連携教育（IPE）の地域社会への展開 ～IPEからIPW へ～

座長：柴﨑智美（埼玉医科大学）、シンポジスト：田口孝行（埼玉県立大学）

・教育講演Ⅰ：空間デザインによる患者・利用者の「暮らし」と「癒し」

講演：勝木祐仁（日本工業大学）

・市民公開シンポジウム：災害時の大問題～「おしっこ･うんち」があなたの命を救う～

シンポジスト：小川孔美（埼玉県立大学）

・ランチタイムミニ講座：埼玉県における IPW（職能団体との連携）：saipe の活動

講師：古屋牧子（城西大学）

・“saipe卒業生の声”動画放映

企画：金田光平（埼玉医科大学）／吉村基宜（埼玉県立大学）

・ワークショップ：専門職をキャラ化しよう ～楽しい職種理解の深め方～

企画：米岡裕美 （埼玉医科大学）、FT：金田光平氏、勝木祐仁氏、小糸寿美氏、古屋牧子氏
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2．学会報告・発表等（2024年度）
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● 論文

1）認知症ケア 2024冬：42-49（2024.12）

認知症ケア現場における多職種連携 「職種間・職員間の連携を円滑にするファシリテーション」

小川孔美（埼玉県立大学）

2）理学療法 41（7）：643-656,（2024.7）

「多職種連携実践（IPW）および多職種連携教育（IPE）の今とこれから」

田口孝行、吉村基宜（埼玉県立大学）

3）城西大学 教職課程センター紀要（9）：15-27（2025.3）

「彩の国連携力育成プロジェクトにおけるオンラインシステムを利用した多職種連携教育（チーム演習）」

「Effectiveness of interprofessional education using online system on the Saitama

 interprofessional education」

村田勇、古屋牧子、堀井徳光、岩田直洋、大嶋繁、水野文夫、高尾浩一、小糸寿美、矢島克彦、君羅好史、

五十嵐庸（城西大学）、柴崎智美（埼玉医科大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、

勝木祐仁（日本工業大学）、上田秀雄（城西大学）

● 書籍

1）「保健・医療・福祉のための専門職連携教育プログラム」

第1版2冊増刷（ISBN：9784623085538）

柴﨑智美，古屋牧子，米岡裕美 編．ミネルヴァ書房, 2025

● 学会発表

1．第56回日本医学教育学会大会（2024.8.9-10 東京都板橋区）

1）「心理的安全性を保ちつつ職種理解を深める手法：「キャラ化ワークショップ」の効果と留意点」

Understanding professions with psychological safety: Effects of the characterization 

workshop

米岡裕美（埼玉医科大学）、柴崎智美（埼玉医科大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、

古屋牧子（城西大学）、:勝木祐仁（日本工業大学）、金田光平（埼玉医科大学）



1．第56回日本医学教育学会大会（2024.8.9-10 東京都板橋区）

2）「暮らしを支える連携力育成IPEの意義と今後の展望」

The Significance and Future Prospects of the IPE for Developing Cooperative 

Capabilities that Support Lifestyles

柴崎智美（埼玉医科大学）、古屋牧子（城西大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、

:勝木祐仁（日本工業大学）、金田光平（埼玉医科大学）、米岡裕美（埼玉医科大学）

2．日本保健医療福祉連携教育学会 第17回学術集会（2024.11.10 越谷市）

1）P1-6「オンライン演習による多職種連携教育の効果」

村田 勇、古屋牧子、堀井徳光（城西大学）、柴崎智美（埼玉医科大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、

勝木 祐仁（日本工業大学）、上田秀雄（城西大学）

2）P1-11「看護業務における個およびチームの安全行動を促すコミュニケーションロボットの効果」

善生まり子（埼玉県立大学）、中嶋吉男、山田勝之、小田島淳一（ラジエンスウエア株式会社）

● 学会発表（つづき）

3）P2-5「埼玉埼葛南専門職連携推進ねっとわーく」18年の取り組み －地域の専門職の声を紡いだ

専門職連携実践の活動報告」

佐藤厚志（三郷市障がい福祉相談支援センターみさと中央）、土居努（やしお薬局）、

佐藤厚子（訪問看護ステーション夢）、新 智美（草加内科呼吸ケアクリニック）、

鈴木七奈（川口市芝西地域包括支援センター）、小林志保（あおぞら薬局）、

小川孔美（埼玉県立大学）

4）P2-6「建築分野と保健医療福祉分野の学生によるIPW演習の実践 ー日本工業大学と埼玉県立大学の

取組みー」

野口祐子（日本工業大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、白石充（バリアフリー住宅設計事務所）

5）P2-7「埼玉県庁採用２・３年目保健師研修における「キャラ化ワークショップ」の実践」

阪下竜也（埼玉県）、米岡裕美、柴﨑智美（埼玉医科大学）、田口孝行（埼玉県立大学）

6）P2-13「埼玉県立大学が地域の子どもに開く「からだプログラム」の開発 －多職種連携によるヘルス

プロモーションの推進－」

吉村基宜、髙橋恵子、田村佳士枝、山田牧子（埼玉県立大学）、添田啓子（元埼玉県立大学）、

平田美佳（順天堂大学）

7）P4-11「多職種連携教育における医学科学生の学習活動を支える教員の役割と課題」

小池啓子、柴﨑智美、米岡裕美、辻美隆、杉浦由佳、金田光平、清水夏生、森 茂久（埼玉医科大学）

8）P4-15「学内2学部連携合同IPE導入3年間の振り返り」

柴﨑智美、米岡裕美、小池啓子、辻美隆、向田寿光、魚住尚紀、茅野秀一、加藤木利行、

森茂久（埼玉医科大学）
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● シンポジウム

1）第56回日本医学教育学会大会（2024.8.9-10 東京都板橋区）

（1）「暮らしを支える連携力育成IPEの意義と今後の展望」

The Significance and Future Prospects of the IPE for Developing Cooperative 

Capabilities that Support Lifestyles

柴崎智美（埼玉医科大学）、古屋牧子（城西大学）、田口孝行（埼玉県立大学）、

:勝木祐仁（日本工業大学）、金田光平（埼玉医科大学）、米岡裕美（埼玉医科大学）

2）日本保健医療福祉連携教育学会 第17回学術集会（2024.11.10 越谷市）

（1）シンポジウムⅠ：専門職連携教育（IPE）の地域社会への展開 ～IPEからIPWへ～

座長：柴﨑智美 （埼玉医科大学）

シンポジスト：田口孝行（埼玉県立大学）「実習施設と連携したIPEの地域展開」

（2）市民公開シンポジウム：災害時の大問題～「おしっこ･うんち」があなたの命を救う～

シンポジスト：小川孔美（埼玉県立大学）「埼玉県立大学における災害時非常用物品備蓄と役割」
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● ワークショップ

1）日本保健医療福祉連携教育学会 第17回学術集会（2024.11.10 越谷市）

（1）ワークショップ：専門職をキャラ化しよう ～楽しい職種理解の深め方～

進行：米岡裕美（埼玉医科大学）

ファシリテータ：古屋牧子（城西大学）、勝木祐仁（日本工業大学）金田光平（埼玉医科大学）、

小糸寿美（城西大学）

● 講演

1）日本保健医療福祉連携教育学会 第17回学術集会（2024.11.10 越谷市）

（1）教育講演１：空間デザインによる患者・利用者の「暮らし」と「癒し」

講演者：勝木祐仁（日本工業大学）

（2）教育講演Ⅱ：災害現場の生活支援において求められる保健医療福祉の連携

司会：柴﨑智美 （埼玉医科大学）

講演者：園崎秀治氏（オフィス園崎）

（3）ランチタイムミニ講座：埼玉県におけるIPW（職能団体との連携）：saipeの活動

講演者：古屋牧子（城西大学）



1）「新しいIPWを学ぶ―利用者と地域とともに展開する

保健医療福祉連携」

（ISBN：978-4-8058-8464-5）

埼玉県立大学（朝日雅也、國澤尚子、田口孝行 編集）．

中央法規, 2022

● 書籍

（参考）2024年度以前の学会報告・発表等（抜粋）

1）医学教育52（3）：227～233（2021）

「動画視聴と省察を用いた医学部におけるバーチャル他職種業務

見学実習」

「Practical Training in Pharmaceutical Rehabilitation

 Services at Medical School Using Video and Reflection」

柴崎由佳, 柴﨑智美, 金田光平, 大西京子, 杉山智江, 荒木隆一郎, 川村勇樹, 佐藤寛栄, 岸野亨, 小峰美仁, 倉林均,

米岡裕美, 椎橋実智男, 石橋敬一郎, 森 茂久(埼玉医科大学）

2）地域と大学 城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要（1）：22-27（2021）

「埼玉県における地域住民の質の高い暮らしを目指した専門職連携教育 － 彩の国連携力育成プロジェクト

（SAIPE）」

「Interprofessional education(IPE) with the philosophy of “realizing high-quality lifestyles for 

local residents” in Saitama prefecture - Saitama Interprofessional Education Project (SAIPE)」

古屋牧子, 上田秀雄, 白幡晶, 大嶋繁, 村田勇, 高尾浩一, 小糸寿美, 堀由美子, 水野文夫, 岩田直洋, 細谷治,

小林大介（城西大学）

3）医学教育54（6）：642-645（2023）

「COIVD-19 パンデミックの経験を活かした対面・バーチャルのハイブリッド型チーム医療実習の実践 」

柴﨑智美, 杉山智江, 柴﨑由佳, 金田光平, 川村勇樹, 佐藤寛栄, 石橋敬一郎, 菅理江, 米岡裕美, 

森茂久(埼玉医科大学）

4）埼玉医科大学雑誌45（2）：84-86

「地域住民の暮らしを支える専門職連携教育の効果に関する研究」

柴崎智美（埼玉医科大学）

● 論文
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● 学会発表

1．第78回日本公衆衛生学会総会（2019.11 郡山市）

「地域基盤型IPWのコンピテンシーとヒューマンケアマインド」

柴崎智美，高橋幸子，金田光平，松本佳祐，植村真喜子，本橋千恵美，田口孝行，森茂久，本多麻夫，

萱場一則

2．第54回日本医学教育学会大会（2022.8.5-6 高崎市）

1）「空間やモノ、体験、関係性のデザイン」に関する教材開発」

柴﨑智美, 米岡裕美, 金田光平, 高橋幸子, 柴﨑由佳, 杉山智江, 石橋敬一郎, 森茂久（埼玉医科大学）,

田口考行（埼玉県立大学）, 勝木祐仁（日本工業大学）
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● 学会発表（つづき）

2．第54回日本医学教育学会大会（2022.8.5-6 高崎市）

2）「オンラインでの地域基盤型専門職連携実習の取り組み 」

金田 光平, 柴﨑智美, 高橋幸子, 本橋千恵美, 米岡裕美, 柴﨑由佳, 荒木隆一郎, 石橋敬一郎, 杉山智江, 

植村真喜子, 鈴木郁子, 丸木和子, 森 茂久（埼玉医科大学）

3）「バーチャル他職種業務見学実習での他職種へのインタビューにおける

学生の興味関心についての検討」

柴﨑智美, 柴﨑由佳, 杉山智江, 佐藤寛栄, 荒木隆一郎, 大西京子, 石橋敬一郎, 森茂久（埼玉医科大学）.

● 講演等

1）埼玉東上地域大学教育プラットフォーム共同FDSD（2021.10 オンライン）

ICT を活用した遠隔授業の実践 実施報告

「城西大学の事例紹介 彩の国連携力育成プロジェクト（SAIPE）における事例紹介

〜多職種研修会および 4 大学学生による大規模演習について〜」

講演者：村田 勇（城西大学）

2）第８０回日本公衆衛生学会総会（2021.12.22 東京)

シンポジウム30

「彩の国連携力育成プロジェクトにおける連携力育成の取組」

講演者：柴崎智美（埼玉医科大学）, 田口孝行（埼玉県立大学）

3）第8回医療介護フォーラム（2021.1 川越市）

「IPW（多職種連携）の取り組み報告」

講演者：柴崎智美（埼玉医科大学）

4）第１回地域包括ケア学会（2019.12 東京）

シンポジウム⓶

「住民の質の高い暮らしを支える連携力の育成～彩の国連携力育成プロジェクトによる連携教育～」

講演者：柴崎智美（埼玉医科大学）

5）第10回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会（2019.5 京都市）

教育講演（総合診療・家庭医療コアシリーズ）

「地域包括ケアシステムで働く未来の医療者育成としての多職種連携教育の現状」

講演者：柴崎智美, 高橋幸子（埼玉医科大学）, 田口孝行, 新井利民（埼玉県立大学）, 

細谷治（城西大学）, 勝木祐仁（日本工業大学）



2024年度 彩の国連携力育成プロジェクト（saipe）

（https://www.saipe.jp/）

活動報告書

発行日 2025年4月

企画・発行 埼玉県立大学 埼玉医科大学 城西大学 日本工業大学 埼玉県

代表校連絡先：埼玉県立大学 専門職連携教育研修センター

〒343-8540 埼玉県越谷市三野宮820

＜Sai-UPPs登録 職能団体（2024年度現在）＞

※（https://）ホームページURL

埼玉県医師会（https://www.saitama.med.or.jp/）

埼玉県栄養士会（https://www.saitamaken-eiyoushikai.or.jp/）

埼玉県介護支援専門員協会（https://saitama-cm.com/）

埼玉県看護協会（https://www.nurse-saitama.jp/）

埼玉建築士会（https://www.ksaitama.or.jp/）

埼玉県公認心理師協会（https://saccp.jp/）

埼玉県歯科医師会（https://www.saitamada.or.jp/）

埼玉県社会福祉士会（https://saitama1717csw.jp/）

埼玉県薬剤師会（https://saiyaku.or.jp/）

埼玉県理学療法士会（https://saitama-pt.or.jp/）

※Sai･･･Saitama、彩の国
※UPPs…University（大学）、Prefecture（県）、Professionals（職能団体）

※ 50音順
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